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緒
言

此
風
俗
考
を
讀
む
に
先
だ
ち
て
知
ら
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
事
數
件
有
り
。
此
所
に
列
記
し
て
緒
言
と
す
。

コ

ロ

ボ

ッ

ク

ル

と

は

何

ぞ

。
コ
ロ
ボ
ッ
ク
ル
と
は
元
來
北
海
道
現
住
の
ア
イ
ヌ
、
所
謂
舊
土
人
が
己
れ
等
よ
り

も
更
に
舊
く
彼
の
地
に
棲
息
せ
し
人
民
に
負
は
せ
た
る
名
稱
の
一
な
り
。
然
れ
ど
も
此
人
民
の
遺
物
な
り
と
ア

イ
ヌ
の
言
ひ
傳
へ
た
る
物
を
見
る
に
本
邦
諸
地
方
の
石
器
時
代
遺
跡
に
於
て
發
見
さ
る
る
古
器
物
と
同
性
質
に

し
て
彼
も
此
も
正
し
く
同
一
人
民
の
手
に
成
り
し
と
考
へ
ら
る
る
が
故
に
、
余
は
北
海
道
以
外
に
生
存
せ
し
者

を
も
人
種
を
等
し
う
す
る
限
り
は
、
總
て
コ
ロ
ボ
ッ
ク
ル
な
る
ア
イ
ヌ
語
を
以
て
呼
ぶ
事
と
な
せ
り
。

コ

ロ

ボ

ッ

ク

ル

の

意

義

　
コ
ロ
ボ
ッ
ク
ル
と
は
コ
ロ
コ
ニ
即
ち
蕗
、
ボ
ッ
ク
即
ち
下
、
グ
ル
即
ち
人
と
云
ふ
三

つ
の
言
葉
よ
り
成
れ
る
名
稱
に
し
て
、
蕗
の
下
の
人
の
義
な
り
。
ア
イ
ヌ
に
先
だ
ち
て
北
海
道
の
地
に
住
せ
し

人
民
は
蕗
の
葉
を
以
て
其
家
の
屋
根
を
覆
ひ
た
る
故
ア
イ
ヌ
は
彼
等
に
此
名
を
與
へ
た
り
と
云
ふ
　
此
名
は
决

し
て
何
れ
の
地
の
ア
イ
ヌ
も
一
樣
に
知
れ
る
も
の
に
は
あ
ら
ず
。
或
地
方
に
て
は
ト
イ
チ
セ
ク
ル
と
云
ふ
名
行

は
れ
、
或
地
方
に
て
は
ト
イ
チ
ク
ル
と
云
ふ
名
傳
は
れ
り
。
此
他
に
異
名
多
し
。
余
が
殊
に
コ
ロ
ボ
ッ
ク
ル
な

る
名
稱
を
撰
び
た
る
は
其
口
調
好
く
し
て
呼
び
易
き
と
、
多
少
世
人
に
知
ら
れ
た
る
と
に
由
る
の
み
。
余
は
此

人
民
の
家
は
何
地
に
於
て
も
蕗
の
葉
に
て
葺
か
れ
た
り
と
信
ず
る
に
は
あ
ら
す
。
讀
者
諸
君
コ
ロ
ボ
ッ
ク
ル
な
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る
名
を
以
て
單
に
石
器
時
代
の
跡
を
遺
し
た
る
人
民
を
呼
ぶ
假
り
名
な
り
と
考
へ
ら
る
れ
ば
可
な
り
。

石

器

時

代

遺

跡

。
こ
れ
右
記
述
中
に
て
殊
に
肝
要
な
る
言
葉
な
り
。
念
の
爲
手
短
に
説
明
せ
ん
。
我
々
日
本
人

は
現
に
鐵
製
の
刃
物
を
用
ゐ
居
れ
ど
も
、
世
界
中
の
人
類
が
古
今
を
通
じ
て
悉
く
然
る
に
は
あ
ら
ず
。
曾
て
金

屬
の
用
を
知
ら
ざ
り
し
人
民
も
有
れ
ば
、
亦
今
尚
ほ
石
を
以
て
矢
の
根
、
槍
先
、
斧
の
類
を
造
る
人
民
も
あ
り
。

事
の
過
去
に
屬
す
る
と
現
在
に
屬
す
る
と
を
問
は
ず
、
人
類
が
主
と
し
て
石
の
刃
物
を
製
造
使
用
す
る
時
期
を

ば
人
類
學
者
は
稱
し
て
石
器
時
代
と
云
ふ
な
り
。
ア
ウ
ス
ト
ラ
リ
ヤ
土
人
の
如
き
は
現
在
の
石
器
時
代
人
民
の

一
例
に
し
て
本
邦
諸
地
方
に
石
の
矢
の
根
、
石
の
斧
等
を
遺
し
た
る
者
は
過
去
の
石
器
時
代
人
民
の
一
例
な
り
。

現
在
の
例
は
一
に
止
ま
る
に
非
ず
、
過
去
の
例
亦
甚
多
し
。
隨
つ
て
石
器
時
代
遺
跡
の
種
類
も
性
質
も
諸
所
必

し
も
一
致
す
る
に
は
非
ざ
る
な
り
。
他
國
の
事
は
姑
く
措
き
余
は
先
づ
我
が
日
本
の
地
に
存
在
す
る
石
器
時
代

遺
跡
の
種
類
を
ば
左
に
列
擧
す
べ
し
。

一
、
貝
塚






。
多
量
の
貝
殼
積
み
重
な
り
て
廣
大
な
る
物
捨
て
塲
の
体
を
成
せ
る
も
の
。
好
例
東
京
王
子
西
ヶ
原

　
に
在
り
。

二
、
遺
物
包
含
地










。
地
下
に
石
器
及
び
他
の
石
器
時
代
遺
物
を
包
含
す
る
所
。
好
例
埼
玉
大
宮
公
園
内
に
在
り
。

　三
、
竪
穴






。
直
徑
二
三
間
或
は
四
五
間
の
摺
り
鉢
形
の
大
穴
。
好
例
釧
路
國
釧
路
郡
役
所
近
傍
に
在
り
。

是
等
は
正
當
に
石
器
時
代
の
遺
跡
と
稱
す
べ
き
も
の
な
れ
ど
尚
ほ
他
に
も
石
器
時
代
遺
物
の
發
見
さ
る
る
所
あ

り
。
こ
れ
以
上
の
三
種
破
壞
攪
亂
さ
れ
た
る
結
果
た
る
に
過
ぎ
ざ
る
な
り
。

石

器

時

代

遺

物

。
石
器
時
代
の
遺
跡
は
石
器
時
代
の
遺
物
存
在
に
由
つ
て
始
め
て
確
め
ら
る
る
も
の
な
り
。
今
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此
遺
物
中
に
て
主
要
な
る
人
造
物
を
撰
み
出
し
其
名
目
を
掲
ぐ
れ
ば
左
の
如
し
。

一
、
石
器





　
石
の
矢
の
根
、
欠
き
造
り
の
石
の
斧
、
磨
き
造
り
の
石
の
斧
　
二
、
土

器

　
瓶
、
鉢
、
壺
、
椀
、

人
形
。
三
、
骨

器

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
、
角
器





石

器

時

代

人

民

に

關

す

る

口

碑

傳

説

。
石
器
時
代
の
古
物
遺
跡
に
關
し
て
は
日
本
人
中
に
傳
ふ
る
所
の
説
誠
に

區
々
に
て
或
は
石
器
を
以
て
神
、
天
狗
、
雷
の
造
る
所
と
な
し
、
或
は
石
器
時
代
の
土
器
を
以
て
源
義
家
酒
宴

の
盃
、
又
は
鎌
倉
繁
榮
時
代
の
鮹
壺
と
な
し
、
或
は
貝
塚
を
以
て
巨
大
な
る
人
の
住
ひ
跡
と
な
す
。
ア
イ
ヌ
の

口
碑
は
是
に
反
し
て
何
れ
の
地
に
於
け
る
も
一
樣
な
り
。
其
大
要
を
云
へ
ば
次
の
如
し
。

ア
イ
ヌ
は
元
來
日
本
本
州
の
方
に
居
り
し
者
な
る
が
日
本
人
の
爲
に
追
は
れ
て
北
海
道
の
地
に
移
り
來
り
し
な

り
。
其
頃
此
地
に
ア
イ
ヌ
と
異
り
た
る
人
類
住
ひ
居
れ
り
。
此
人
民
は
石
に
て
刃
物
を
造
り
、
土
に
て
鍋
鉢
を

造
り
、
竪
穴
を
堀
つ
て
住
居
と
せ
り
。
最
初
は
ア
イ
ヌ
と
物
品
交
易
抔
爲
せ
し
が
後
に
至
つ
て
ア
イ
ヌ
と
不
和

を
生
じ
追
々
と
何
れ
へ
か
去
り
徃
き
て
今
日
は
誰
も
其
所
在
を
知
ら
ず
。

本

邦

石

器

時

代

の

年

歴

。
北
海
道
に
石
器
時
代
人
民
の
居
り
し
は
今
よ
り
數
百
年
前
の
事
な
る
べ
け
れ
ど
、
日

本
本
州
に
在
る
同
人
民
の
遺
跡
は
更
に
古
く
し
て
東
京
邊
に
於
け
る
も
の
は
恐
ら
く
三
千
年
を
經
過
し
居
る
な

ら
ん
。
此
人
民
も
ア
イ
ヌ
と
等
し
く
、
本
州
よ
り
北
海
道
の
地
に
移
り
し
も
の
と
考
へ
ら
る
る
な
り
。

コ

ロ

ボ

ッ

ク

ル

風

俗

。
北
海
道
其
他
本
邦
諸
地
方
に
石
器
時
代
の
跡
を
遺
し
た
る
人
民
の
風
俗
は
如
何
な
り
し

や
。
幾
分
か
は
ア
イ
ヌ
の
云
ひ
傳
へ
た
る
コ
ロ
ボ
ッ
ク
ル
の
昔
話
し
の
み
に
徴
し
て
知
る
を
得
べ
く
、
幾
分
か

は
古
物
遺
跡
の
研
究
の
み
に
由
つ
て
知
る
を
得
べ
け
れ
ど
、
兩
者
を
對
照
し
て
考
ふ
る
時
に
は
、
一
方
を
以
て
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他
方
の
不
足
を
補
ふ
こ
と
も
有
る
べ
く
、
相
方
一
に
歸
し
て
想
像
を
慥
に
す
る
こ
と
も
有
る
べ
く
、
互
に
相
俟

つ
て
一
事
を
證
す
る
こ
と
も
有
る
べ
く
、
石
器
を
遺
し
、
コ
ロ
ボ
ッ
ク
ル
の
名
を
得
た
る
此
古
代
人
民
の
風
俗

は
一
層
明
瞭
と
成
る
べ
き
な
り
。
以
上
指
し
示
し
た
る
二
つ
の
根
據
は
共
に
過
ぎ
去
り
た
る
事
柄
な
る
が
、
是

等
の
他
に
も
亦
現
在
の
事
實
に
し
て
參
考
に
供
す
べ
き
も
の
あ
る
な
り
。

未

開

人

民

の

現

状

。
未
開
人
民
の
現
状
は
實
に
コ
ロ
ボ
ッ
ク
ル
の
風
俗
を
探
る
に
當
つ
て
大
に
參
考
と
す
べ
き

も
の
な
り
。
石
器
時
代
の
境
界
に
在
る
人
民
今
尚
ほ
存
す
と
は
既
に
云
ひ
し
所
な
る
が
本
邦
に
て
發
見
す
る
石

器
の
使
ひ
方
造
り
方
の
如
き
は
是
等
人
民
の
所
業
を
調
査
し
て
始
め
て
精
く
知
る
を
得
べ
き
な
り
。
土
器
の
製

造
法
も
使
用
法
も
、
竪
穴
の
住
ひ
方
も
、
貝
塚
の
出
來
方
も
同
じ
く
皆
現
存
未
開
人
民
の
行
爲
に
就
て
正
し
く

推
考
す
る
こ
と
を
得
。
此
他
の
風
俗
に
關
す
る
諸
事
に
於
て
も
亦
然
り
。

コ

ロ

ボ

ッ

ク

ル

風

俗

考

の

主

意

。
コ
ロ
ボ
ッ
ク
ル
風
俗
は
第
一
、
ア
イ
ヌ
の
傳
へ
た
る
口
碑
、
第
二
、
本
邦
石

器
時
代
の
古
物
遺
跡
、
第
三
、
未
開
人
民
の
現
状
の
三
種
の
事
柄
に
基
い
て
考
定
す
べ
き
も
の
な
る
が
、
之
を

爲
す
の
主
意
た
る
や
、
啻
に
本
邦
古
代
住
民
コ
ロ
ボ
ッ
ク
ル
の
生
活
の
有
樣
を
明
に
す
る
の
み
な
ら
ず
、
此
人

民
と
他
の
人
民
と
の
關
係
、
此
人
民
の
行
衛
迄
も
明
に
せ
ん
と
す
る
に
在
る
な
り
。

コ

ロ

ボ

ッ

ク

ル

の

体

質

。
コ
ロ
ボ
ッ
ク
ル
は
丈
低
き
人
民
な
り
し
と
は
諸
地
方
ア
イ
ヌ
の
一
樣
に
云
ふ
所
な
り
。

中
に
は
一
尺
計
り
と
云
ふ
者
も
あ
り
、
八
寸
計
り
と
云
ふ
者
も
あ
れ
ど
、
こ
は
日
本
語
に
て
丈
低
き
者
を
ば
一

寸
法
師
と
呼
ぶ
が
如
く
形
容
た
る
に
過
ぎ
ざ
る
べ
し
。
容
貌
は
男
女
見
別
け
難
か
り
し
と
云
へ
ば
男
子
に
は
髯

無
か
り
し
な
ら
ん
。
石
器
時
代
の
土
偶
中
に
は
男
子
を
摸
せ
し
と
思
は
る
る
者
も
有
れ
ど
髯
の
形
を
作
り
設
け
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し
も
の
は
未
だ
見
ず
。
男
子
に
髯
無
く
し
て
容
貌
女
と
等
し
き
人
民
は
他
に
例
無
き
に
あ
ら
ず
。
ア
メ
リ
カ
の

北
端
に
住
む
エ
ス
キ
モ
と
ア
ジ
ヤ
の
東
北
端
に
住
む
チ
ク
チ
と
の
如
き
は
殊
に
然
り
と
す
。
コ
ロ
ボ
ッ
ク
ル
の

顏
の
形
は
如
何
な
り
し
か
固
よ
り
確
知
す
る
能
は
ず
と
雖
と
も
土
偶
の
面
部
の
或
は
圓
く
或
は
平
た
き
を
以
て

考
ふ
れ
ば
恐
ら
く
圓
形
な
り
し
な
ら
ん
と
思
は
る
る
な
り
。

　
　
　
　
　
●
身
体
裝
飾

頭

髮

　
コ
ロ
ボ
ッ
ク
ル
は
頭
髮
を
如
何
に
斷
ち
し
や
如
何
に
束
ね
し
や
、
余
は
或
る
ア
イ
ヌ
よ
り
コ
ロ
ボ
ッ
ク

ル
の
女
は
ア
イ
ヌ
の
女
と
同
樣
に
頭
髮
を
切
り
下
げ
に
爲
し
居
り
し
由
と
の
事
を
聞
き
し
の
み
に
て
他
に
は
口

碑
に
就
て
得
る
所
無
し
。
土
偶
に
據
つ
て
考
ふ
れ
ば
、
男
子
は
頭
髮
を
頂
上
に
て
一
つ
に
束
ね
稍
冠
下
の
如
く

に
し
、
女
子
は
或
は
頭
後
に
渦
卷
き
を
作
り
或
は
頭
上
に
五
つ
の
小
髷
を
載
せ
或
は
髮
を
左
右
に
等
分
し
て
全

体
を
、
へ
の
字
形
に
爲
せ
し
と
思
は
る
。
揷
圖
第
一
の
周
圍
に
在
る
は
土
偶
頭
部
の
實
例
に
し
て
中
央
に
畫
き

た
る
は
此
等
及
ひ
他
の
標
本
を
基
と
し
て
作
り
た
る
想
像
圖
な
り
。

實
例
圖
中
、
上
の
中
央
に
在
る
も
の
は
理
科
大
學
人
類
學
教
室
所
藏
、
其
右
の
も
の
は
佐
藤
蔀
氏
藏
、
其
下
は

岡
田
毅
三
郎
氏
藏
、
上
の
左
は
帝
國
博
物
舘
藏
、
其
下
は
理
科
大
學
人
類
學
教
室
藏
、
下
の
中
央
は
田
口
惣
右

衛
門
氏
藏
、
其
右
は
唐
澤
貞
次
郎
氏
藏
、
下
の
左
は
唐
澤
辨
二
氏
藏
。

入

れ

墨

　
コ
ロ
ボ
ッ
ク
ル
の
女
の
入
れ
墨
せ
し
事
は
諸
地
方
の
ア
イ
ヌ
の
等
し
く
傳
ふ
る
所
な
り
。
此
の
裝
飾

を
施
す
額
分
は
或
は
手
先
よ
り
臂
迄
と
云
ひ
或
は
口
の
周
圍
及
び
手
先
よ
り
臂
迄
と
云
ふ
。
土
偶
に
は
頬
の
邊

に
入
れ
墨
を
示
せ
し
如
き
線
を
畫
き
し
が
有
り
。
ア
イ
ヌ
の
女
が
入
れ
墨
す
る
は
コ
ロ
ボ
ッ
ク
ル
の
風
を
學
び
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し
も
の
な
り
と
の
云
ひ
傳
へ
も
諸
所
に
存
す
。
女
子
の
入
れ
墨
を
以
て
身
体
を
飾
る
事
類
例
甚
多
し
。
エ
ス
キ

モ
の
如
き
其
一
な
り
。
揷
圖
第
二
の
中
央
に
畫
き
た
る
土
偶
は
信
州
松
本
某
氏
の
藏
、
鷹
野
秀
雄
氏
の
報
に
係

る
。
其
右
に
畫
き
た
る
は
面
部
入
れ
墨
の
想
像
圖
な
り
。

耳

飾

　
耳
飾
の
事
は
口
碑
に
存
せ
ず
。
然
れ
ど
も
諸
地
方
發
見
の
土
偶
中
に
は
耳
の
部
分
に
前
後
に
通
ず
る
孔

を
穿
ち
た
る
も
の
往
々
存
在
す
る
を
以
て
見
れ
ば
、
耳
飾
の
行
は
れ
た
る
事
は
疑
ふ
べ
か
ら
ず
。
凡
諸
人
種
間

に
行
は
る
る
耳
飾
に
は
二
種
の
別
有
り
。
第
一
種
は
耳
に
穿
ち
た
る
孔
に
緩
く
下
ぐ
る
輪
形
の
物
。
第
二
種
は

耳
に
穿
ち
た
る
孔
に
固
く
挾
む
棒
形
或
は
リ
ウ
ゴ
形
の
物
な
り
。
土
偶
の
耳
の
部
に
は
元
來
動
き
易
き
摸
造
の

耳
輪
着
け
有
り
し
も
の
の
如
く
、
實
際
に
於
て
も
恐
く
は
獸
の
皮
、
植
物
の
線
緯
等
に
て
作
れ
る
輪
形
の
耳
飾

用
ゐ
ら
し
れ
な
ら
ん
。
第
二
種
の
耳
飾
も
存
在
せ
し
や
に
考
へ
ら
る
れ
ど
未
だ
確
言
す
る
を
得
ず
。
想
像
圖
中

に
は
輪
形
の
耳
飾
の
み
を
畫
き
た
り
。

唇

飾

　
土
偶
中
に
は
口
の
兩
端
に
三
角
形
の
も
の
を
畫
き
た
る
有
り
。
又
口
の
周
圍
に
環
點
を
付
け
し
も
の
有

り
。
或
る
者
は
入
れ
墨
な
る
も
知
る
べ
か
ら
ず
、
或
る
者
は
覆
面
の
模
樣
な
る
も
知
る
べ
か
ら
ず
と
雖
も
、
余

は
是
等
の
中
に
は
唇
飾
も
有
る
な
ら
ん
と
考
ふ
。
唇
飾
と
は
口
の
周
邊
に
孔
を
穿
ち
て
是
に
固
く
挾
む
所
の
棒

形
或
は
リ
ウ
ゴ
形
の
裝
飾
な
り
。
耳
飾
も
唇
飾
も
身
体
を
傷
く
る
に
於
て
は
同
等
な
る
弊
風
な
り
。
さ
れ
ど
甲

は
其
分
布
甚
だ
廣
く
し
て
、
自
ら
開
化
人
な
り
と
稱
す
る
人
々
の
中
に
さ
へ
盛
に
行
は
れ
、
乙
は
其
分
布
割
り

合
に
狹
く
し
て
、
發
達
し
た
る
社
會
に
於
て
は
跟
跡
だ
に
見
ざ
る
が
故
に
、
古
代
の
石
器
時
代
人
民
が
耳
輪
を

用
ゐ
た
り
と
の
事
を
信
ず
る
人
も
或
は
唇
飾
の
事
を
疑
は
ん
。
實
に
唇
飾
は
耳
輪
よ
り
も
不
便
に
し
て
着
け
惡
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き
物
た
る
に
相
違
無
し
。
然
れ
ど
も
習
慣
と
成
れ
ば
彼
の
支
那
婦
人
の
小
足
の
如
き
事
も
有
る
も
の
に
て
、
口

の
兩
端
或
は
周
圍
に
孔
を
穿
ち
て
唇
飾
を
着
く
る
風
は
現
に
エ
ス
キ
モ
、
チ
ク
チ
、
其
他
ア
メ
リ
カ
、
ア
フ
リ

カ
の
諸
土
人
中
に
行
は
れ
居
る
な
り
。
高
橋
鑛
吉
氏
が
宇
都
宮
近
傍
に
於
て
獲
ら
れ
た
る
土
製
の
小
さ
き
リ
ウ

ゴ
形
の
物
は
其
形
其
大
さ
誠
に
好
く
現
行
の
唇
飾
に
似
た
り
。
物
質
は
異
れ
ど
此
物
の
用
は
恐
く
唇
飾
な
ら
ん
。

右
の
下
に
畫
き
た
る
男
子
が
唇
飾
を
着
け
た
る
想
像
圖
な
り
。

揷
圖
第
二
の
中
に
て
、
口
の
兩
端
に
二
重
の
三
角
の
畫
き
有
る
土
偶
は
水
戸
徳
川
家
の
藏
、
簡
單
な
る
三
角
の

畫
き
有
る
は
羽
後
某
氏
の
藏
、
口
の
四
方
に
點
を
打
ち
た
る
は
岡
田
毅
三
郎
氏
藏
、
口
の
周
圍
に
點
を
打
ち
廻

ら
し
た
る
は
理
科
大
學
人
類
學
教
室
藏
。

頸

飾

　
土
偶
中
に
は
頸
の
周
圍
に
紐
を
纒
ひ
し
が
如
き
も
の
有
り
。
恐
ら
く
は
頸
飾
な
ら
ん
。
石
器
時
代
遺
跡

發
見
物
中
に
在
る
曲
玉
及
び
其
類
品
は
裝
飾
と
し
て
種
々
に
用
ゐ
ら
れ
し
な
る
べ
け
れ
ど
、
頸
輪
に
貫
く
が
如

き
は
主
要
な
る
事
な
り
し
と
信
ず
。
石
器
時
代
の
曲
玉
と
我
々
日
本
人
の
祖
先
の
用
ゐ
た
る
曲
玉
と
は
其
性
質

に
於
て
等
し
か
ら
ざ
る
所
有
り
。
彼
此
混
ず
べ
か
ら
ず
。

揷
圖
第
二
に
畫
き
集
め
た
る
玉
類
の
中
に
て
上
段
の
右
の
端
な
る
は
栗
色
の
石
に
て
造
れ
る
物
な
り
。
所
有
主

は
理
科
大
學
人
類
學
教
室
。
次
は
緑
色
の
石
に
て
造
れ
る
物
。
兩
面
に
各
數
個
の
切
り
目
有
り
。
但
し
表
裏
其

紋
を
異
に
す
。
所
有
主
は
三
宅
長
策
氏
。
次
は
前
と
等
し
く
緑
色
の
石
に
て
造
れ
る
物
な
れ
ど
切
り
目
の
付
け

方
は
相
違
せ
り
。
所
有
主
は
毛
利
昌
教
氏
。
次
は
鹿
の
角
に
て
造
れ
る
物
。
所
有
主
右
に
同
じ
。
下
の
方
に
畫

き
た
る
二
個
の
中
、
豆
の
莢
の
如
き
形
し
た
る
は
緑
色
の
石
に
て
造
れ
る
物
。
兩
面
に
多
く
の
切
り
目
有
り
。
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所
有
主
は
高
橋
鑛
吉
氏
。
其
下
な
る
は
鼠
色
の
石
に
て
造
れ
る
物
。
圓
き
部
分
の
周
邊
に
切
り
目
有
り
。
所
有

主
は
三
宅
米
吉
氏
。

以
上
或
は
美
し
き
原
料
を
撰
び
或
は
巧
み
な
る
細
工
を
施
し
た
る
を
以
て
考
ふ
れ
ば
、
是
等
の
玉
類
は
裝
飾
と

す
る
に
足
る
物
に
し
て
、
一
端
に
紐
を
貫
く
可
き
孔
を
穿
ち
た
る
が
如
き
は
誠
に
面
白
き
事
實
と
云
ふ
べ
し
。

此
他
、
池
袋
、
馬
込
、
新
地
等
よ
り
は
徑
三
四
分
位
の
石
製
の
小
玉
に
て
孔
を
有
す
る
物
出
で
た
る
事
有
り
。

何
れ
も
頸
の
周
圍
抔
に
裝
飾
と
し
て
着
け
し
物
な
ら
ん
。
右
の
上
に
畫
き
た
る
は
女
子
が
玉
類
を
頸
飾
と
せ
し

体
な
り
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
續
出
）
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○
コ
ロ
ボ
ツ
ク
ル
風
俗
考
第
二
回
（
揷
畫
參
看
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
理
學
士
　
坪
井
正
五
郎

　
　
　
　
　
　
　
●
衣
服

總

説

　
コ
ロ
ボ
ツ
ク
ル
の
衣
服





に
付
き
て
は
口
碑
甚
不
完
全
な
り
。
或
地
の
ア
イ
ヌ
は
コ
ロ
ボ
ツ
ク
ル
の
男
子





は
裸
体





な
り
し
由



云
へ
ど
、
そ
は
屋
内
の
事



か
屋
外
の
事
か
詳
な
ら
ず
、
且

つ
女
子
は
如
何
な
り
し
か
傳
へ
ず
。

又


或
地





の
ア
イ
ヌ
は
コ
ロ
ボ
ツ
ク
ル
の
女
子





が
ア
イ
ヌ
に
近
寄
る
時
に
は
片
袖






に
て
口
を
覆

ひ
た
り
と
云
ひ
傳

ふ
。
女
子
が
或
種
類
の
衣
服
を
着
せ
し
と
の
事



は
深
く
考
ふ
る
要
無
し
。
男
子
の
裸
体





な
り
し
と
の
事
は
輕
々

し
く
看

過







す
べ
か
ら
ず
。
ア
イ
ヌ
は
膚



を
露
す
事
を
耻
づ
る
人
民
な
り
。
住
居
の
内



た
る
と
外
た
る
と
を
問

は
ず
裸
体





に
て
人
の
前
に
出
づ
る
事
無
し
。
コ
ロ
ボ
ツ
ク
ル
の
男
子
中
果



し
て
衣
服
を
着



ざ
る
者
有
り
と
せ
ば

ア
イ
ヌ
は
實



に
其
無
作
法









に
驚





き
し
な
ら
ん
。
氣
候
の
寒
暖






は
衣
服
の
有
無
を
决
定






す
る
も
の
に
非



ず
。
テ
ラ

デ
ル
フ
ユ
ウ
ゴ
の
住
民
は
寒
地
に
在
り
て
も
裸
体





に
て
生
活
す
。
彼
の
エ
ス
キ
モ
を
見
よ
屋
外
に
出

づ
る
に
は

温
き
衣
服





を
纒



へ
ど
も
屋
内
に
入
れ
ば
男
女
の
別



無
く
屡
ば
裸
体
と
な
る
に
非



ず
や
。
生
來
の
習
慣
と
住
居
の

搆
造






と
は
寒
地
人
民
の
裸
体
を
許
す
も
の
な
り
。
習

慣







を
異
に
し
住
居
を
異
に
す
る
ア
イ
ヌ
と
コ
ロ
ボ
ツ
ク

ル
が
裸
体





に
對



す
る
考
へ
を
等
し
う
せ
ざ
る
は
怪





む
に
足
ら
ず
。
余
は
コ
ロ
ボ
ツ
ク
ル
は
衣
服





を
有



す
れ
ど
時



と
し
て
は
屋
内
抔
に
て
之
を
脱
ぐ
事
有
り
し
な
ら
ん
と
想
像






す
。
以
上
は
口
碑
に
重



き
を
置

き
て
の
説
な
り
。

之
を
土
偶





に
徴
す
る
に
、
裸
体
の
も
の
有

り
、
着
服
の
も
の
有
り
て
前

述







の
諸
事
中
甚




し

き
誤
無
き
を
證
す
。
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股

引

　
土
偶
に
據
り
て
コ
ロ
ボ
ツ
ク
ル
の
服
裝






を
考
ふ
る
に
、
身
体
の
上
半
は
筒
袖






の
上
着
を
以
て
覆
ひ
、
下

半
は
股
引
を
以
て
覆

ふ
。
着
服
の
順
序
よ
り
云
へ
ば
先
づ
股
引
に
付
い
て
述

ぶ
る
を
適
當






と
す
。
此
物
に
二
種

の
別
有
り
。
第
一
種
は
普
通





の
股
引
に
し
て
、
膚





に
密
接
す
る
も
の
、
第
二
種
は
裁

ち
付
け
袴
の
類
に
し
て
、

全
体
甚
寛



や
か
に
、
僅
に
足
首
の
所
に
於
て
固



く
括



ら
れ
た
る
も
の
。

第
一
種
は
模
樣





に
隨
つ
て
左
の
如
く
小
別
す
る
を
得
。

（
い
）
腰



よ
り
足
首
迄
の
間
に
一
行
よ
り
五
六
行
位
の
横
線






を
畫



き
た
る
も
の
。
是
等
の
中
に
は
單



に
凹



ま
し

　
た
る
も
有
り
亦
朱
に
て
彩





り
た
る
も
有
り
。

（
ろ
）
腰
よ
り
足
首
に
達



す
る
二
條
の
縱
線
を
畫
き
た
る
も
の
。

（
は
）
腰
よ
り
足
首
迄
の
間
に
十
行
計
り
の
横
線
を
畫
き
た
る
も
の
。

（
に
）
腰
の
邊



に
一
段
の
仕
切
り
を
爲
し
て
此
中
に
種

々







の
小
模
樣
を
畫
き
た
る
も
の
。

第
二
種
は
左
の
二
よ
り
成
る
。

（
い
）
無
紋
。

（
ろ
）
曲
線
連
合






の
模
樣
有
る
も
の
。

股
引
に
二
種
類
有
る
は
何
に
由
る
か
未
詳
。
然
れ
ど
も
乳
房






の
部
の
膨

れ
方
少
き
土
偶
に
限
り
て
第
二
種
を
穿

き
た
る
樣
に
作
り
有
る
を
見
れ
ば
或
は
此
方
は
男
子
用
に
し
て
第
一
種
は
女
子
用
な
ら
ん
か
。
エ
ス
キ
モ
男
子

中
に
は
第
二
種
と
等



し
き
股
引
を
穿
く
者
有
り
。
彼
等
の
多
數





は
男
子
共
に
第
一
種
と
同
樣
な
る
形
の
股
引
を

穿

く
。
原
料
の
事
は
後
に
云
ふ
べ
し
」
揷
圖
中
、
右
の
上
（
根
岸
武
香
氏
藏
）
、
其
下
（
加
藤
某
氏
藏
）
、
其
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斜

に

左
の
下
（
人
類
學
教
室
藏
）
三
個
は
第
二
種
の
好
例






な
り
。
此
他
の
脚
部
は
皆
第
一
種
に
屬
す
。

上

着

　
コ
ロ
ボ
ツ
ク
ル
は
身
体
の
上
半
を
覆
ふ
に
上
着
の
み
を
以
て
せ
し
か
、
他
に
膚
着
の
類
有
り
し
か
、
知

る
に
由
無
し
。
今
は
只
上
着
の
み
に
付
き
て
記
述






を
試





む
べ
し
。

上
着
に
も
慥





に
二
種
の
別
有
り
。
第
一
種
は
普
通
の
フ
ラ
ネ
ル
製
の
シ
ヤ
ツ
の
如
く
胸
部






よ
り
腹
部





に
掛

け
て

縱


に
眞
直
に
合
は
せ
目
有
り
。
第
二
種
は
白
シ
ヤ
ツ
の
如
く
胸
部
に
開



き
た
る
所
有
り
て
腹
部
は
左
右





連
接






す

之
を
着
る
に
は
第
一
種
に
在
つ
て
は
紐



を
以
て
諸
所
を
括



り
、
第
二
種
に
在
つ
て
は
胸
部
を
開
き
た
る
儘



に
し
、

す
で
れ
上
部
の
み
を
紐
に
て
止

め
た
る
な
ら
ん
。
第
一
種
の
方
に
は
略

製







に
し
て
胸
部
の
搆
造






詳




な

ら
ざ
る

も
の
も
有
れ
ど
大
概
は
右
に
述

べ
し
が
如
く
な
る
べ
し
。
兩
種
共
樣
々
の
模
樣





有
り
。
殊
に
渦
卷





き
形
を
多
し

と
す
。
第
二
種
の
上
着
は
第
二
種
の
股
引
と
相



伴


な
ふ
に
因
つ
て
思
へ
ば
此
物
は
男
子
の
着
用
品
な
ら
ん
か
。

第
一
種
の
上
着
を
着
す
る
土
偶





に
は
乳
房
の
部
の
膨

れ
方
甚
き
も
の
有
り
。
是
亦
第
一
種
の
婦
人





用
た
る
を
示

す
も
の
の
如
し
。

揷
圖
中
、
右
の
上
、
其
下
、
左
の
端
よ
り
二
行
目
の
中
央






の
三
個
は
第
二
種
の
好
例
な
り
。
（
此
他
の
土
偶
は

皆
人
類
學
教
室
藏
）
エ
ス
キ
モ
は
現



に
是
等
と
同
樣
な
る
上
着
を
用
う
。

男

女

服

裝

の

別

　
土
偶
の
用
未
だ
詳
な
ら
ざ
れ
ば
、
其
模

し
た
る
物
は
男
子
の
み
の
形
か
女
子
の
み
の
形
か
、

男
女
兩
樣
か
明
か
に
云
ふ
能
は
ず
。
股
引
と
上
着
と
に
各
二
種
宛



の
別
有
る
は
地
方
の
風



の
異





る
を
示
す
も
の

が
階
級






の
上
下
を
示
す
も
の
か
是
亦
疑





ひ
無
き
能
は
ざ
れ
ど
、
其
二
種
に
限
ら
れ
し
が
如
き
と
、
兩
樣
の
土
偶

一
ヶ
所
よ
り
出
づ
る
事
有
る
と
は
余

を
し
て
土
偶
形
状
の
別



は
男
女
の
別
を
示
す
も
の
な
ら
ん
と
の
考
へ
を
強



13



か
ら
し
む
る
な
り
。
乳
房






の
部
の
膨
れ
方
に
大
小
の
差
有
る
は
尤
も
注
意
す
べ
き
事
た
り
。
余
は
有

力







な
る

反

證







を
發
見
す
る
迄
は
二
樣
の
土
偶
は
男
女
の
相
異
を
示
す
も
の
と
し
て
記
述






す
べ
し
。

穿

き

物

　
土
偶
中
に
は
足
の
指
を
示
し
た
る
も
の
と
然
ら
ざ
る
も
の
と
有
り
。
前
者
は
素
足





の
形
に
し
て
後
者

は
穿
き
物
を
着
け
た
る
形
な
ら
ん
。
但
し
穿
き
物
の
搆
造
は
未
だ
詳
な
ら
ず
。

衣

服

の

原

料

　
石
器
時
代
の
土
器
の
中
に
は
表
面
に
織

り
物



を
押

し
付
け
た
る
痕



有
る
も
の
あ
り
。
織
り
物
に

は
精
粗





の
別
あ
れ
ど
最
も
精
巧






な
る
は
五
分
四
方
に
、
た
て
、
ぬ
き
共
に
十
八
あ
り
。
ア
イ
ヌ
の
製
す
る
ア
ツ

シ
織
り
は
五
分
四
方
に
、
た
て
十
四
、
ぬ
き
十
計
り
故
、
コ
ロ
ボ
ツ
ク
ル
の
織
り
物
中
に
は
ア
イ
ヌ
の
衣
服
原







料


よ
り
は
更
に
精
巧






な
る
も
の
有
り
し
な
り
。
コ
ロ
ボ
ツ
ク
ル
は
獸
の
皮
抔






を
以
て
衣
服
を
作
り
し
事
も
有
ら

ん
。
然
れ
ど
も
土
偶
の
衣
服
の
部
に
は
他
の
土
器
の
表
面
と
同
じ
く
織
り
物
を
押
し
付
け
し
痕
有
る
も
の
少
か

ら
ず
。
既



に
衣
服
と
す
る
に
足
る
織
り
物
有
り
、
土
偶
又
織
り
物
の
痕
を
有
す
、
余
は
少





く
と
も
コ
ロ
ボ
ツ
ク

ル
の
衣
服
の
或
る
物
は
織
り
物
を
以
て
作



り
た
り
と
確
信






す
。
此
織
り
物
の
經
緯





に
用
ゐ
た
る
糸
は
何
よ
り
製

せ
し
や
未
だ
明
か
な
ら
ざ
れ
ど
、
或
る
種
類
の
植
物
線
緯










な
る
事
は
疑





ふ
べ
か
ら
ず
。
織
り
方
は
普
通
の
布
と

は
異
れ
り
。

裁

縫

　
コ
ロ
ボ
ツ
ク
ル
が
衣
服
を
作
る
に
は
皮



に
も
有
れ
布
に
も
有
れ
適
宜
の
大
さ
適
宜





の
形
に
切
り
て
之
を

縫

ひ
合
は
せ
し
事
勿
論
な
り
。
筒
袖
と
云
ひ
股
引
と
云
ひ
一
續
き
に
作
る
を
得
べ
き
も
の
に
非
ず
。
切
れ
物
は

鋭
き
石
の
刄
物





な
る
べ
く
、
針



は
骨
に
て
作
り
た
る
も
の
な
る
べ
し
。
是
等
の
器
具
に
付
き
て
は
別
に
記
す
所

有
る
べ
し
。
共
に
石
器
時
代
の
遺
跡





よ
り
出
づ
。

14コロボックル風俗考



裝

飾

　
衣
服
の
裝

飾







は
紐



を
縫

ひ
付
け
、
又
は
糸
に
て
縫
ひ
取
り
、
又
は
繪
の
具
に
て
塗

り
て
作
り
し
と
思

は
る
。
土
偶
中
に
は
上
着





の
所
々
に
赤
き
繪

の
具

を
付
け
た
る
も
有
り
、
股
引
に
數
個
の
横
線
　
畫
き
た
る
も

有
る
な
り
。

紐

　
紐
は
上
着
の
襟



を
止
め
る
爲
に
も
、
股
引
を
身
に
着
け
る
爲
に
も
必
要
に
し
て
、
又
裝

飾







に
も
欠
く
可

か
ら
ざ
る
物
な
り
。
土
器
の
表
面
の
模
樣
中
に
は
紐



を
押
し
付
け
し
痕
有
り
。
是
等
を
調
査






す
れ
ば
種
々
の
平

打
ち
紐
の
有
り
し
事
を
認
む
べ
し
。
其
原
料






は
植
物
の
皮



な
る
が
如
し
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
續
出
）

　
附
言
　
前
回
の
揷
圖
中
、
頭
髮
に
關
す
る
も
の
の
外
他
は
余﹅
の﹅
送﹅
り﹅
た﹅
る﹅
圖﹅
と﹅
其﹅
位﹅
置﹅
全﹅
く﹅
異﹅
り﹅
た﹅
る﹅
爲﹅
説

明
更
に
合
は
ず
。
余
は
責
任
者








が
讀
者
に
對
し
て
謝



す
る
所
有
る
可
し
と
確
信






す
。
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○
コ
ロ
ボ
ツ
ク
ル
風
俗
考
　
第
三
回
（
揷
畫
參
看
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
理
學
士
　
坪
井
正
五
郎

　
　
　
　
　
　
　
●
冠
り
物

總

説

　
冠
り
物
に
關
し
て
は
口
碑





更
に
無
し
。
併
し
土
偶
を
調
査





す
れ
ば
慥
に
二
種
有
り
し
事
知
ら
る
る
な
り
。

其
一
は
通

常







の
帽
子
の
如
く
頭

上







に
戴
く
も
の
、
其
二
は
外
套
頭
巾










の
如
く
不
用
の
時
は
頭
後
に
埀

れ
置

く
を
得
る
も
の
な
り
。
別
種






の
冠
り
物
も
有
り
し
や
に
見

ゆ
れ
ど
精
く
は
言
ひ
難
し
。
此

所

に
は
二
種
と
し
て

説
明






す
べ
し
。
原
料






と
し
て
用
ゐ
た
る
は
獸
皮
或
は
織
物






な
ら
ん
。

帽

子

　
土
偶
中
に
は
帽
子





を
戴
き
た
る
が
如
く
に
作



ら
れ
た
る
物
二
個
有
り
。
一
は
鍔
の
幅
廣






き
帽
子
を
ば
後

部
に
て
縱
に
截
り
、
鍔



の
端



を
ば
下
の
方
に
引

き
て
且
つ
後
頭
部
に
押

し
付
け
た
る
が
如
き
形



な
り
。
此
土
偶

は
常
陸
國
相
馬
郡
小
文
間
に
て
發
見






せ
し
物
に
し
て
岡
田
毅
三
郎
氏
の
所
藏






（
第
一
回
の
揷
圖
右
の
方
下
の
隅

を
見
よ
）
他
の
一
は
鍔



の
幅
廣
き
帽
子
を
ば
前
部
に
て
筋
違





ひ
に
截
り
、
鍔
の
端
を
ば
辷
ら
し
て
右
の
方
は
額





の
方
に
下
げ
、
左
の
方
は
頂
の
方
に
寄

せ
た
る
が
如
き
形
な
り
。
此
土
偶







は
羽
後
國
秋
田
郡
船
川
村
、
字
、
田

中
、
小
字
、
大
澤






に
て
發
見
せ
し
物



に
し
て
佐
藤
初
太
郎
氏
の
所
藏
。
二
種
の
帽
子





の
形
状
は
右
に
述

べ
た
る

通
り
な
る
が
、
實
物






の
搆
造






は
果
し
て
如
何
な
り
し
か
余

は
未
だ
考
定
の
材
料






を
有
せ
ず
。

頭

巾

　
頭
巾
を
着

た
る
形
に
見
ゆ
る
土
偶
五
個
有
り
。
其
發
見
地









及
び
所
藏
主
は
左
の
如



し
。
（
揷
圖
中
央
を

見
よ
）
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一
、
常
陸
國
河
内
郡
椎
塚
發
見
　
　
　
理
科
大
學
人
類
學
教
室
藏

　
二
、
下
總
國
千
葉
郡
小
金
澤
村
發
見
　
帝
國
博
物
舘
藏

　
三
、
常
陸
國
河
内
郡
福
田
村
發
見
　
　
理
科
大
學
人
類
學
教
室
藏

　
四
、
常
陸
國
河
内
郡
椎
塚
發
見
　
　
　
同
前

　
五
、
同
前
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
前

此
中
四
個
の
表
面






に
は
額
の
部
に
「
一
の
字
」
形
隆
ま
り
有
り
、
又



兩

方







の
耳



の
邊



よ
り
顎
の
邊
へ
掛
け
て

「
へ
の
字
」
を
倒
さ
に
し
た
る
形



の
隆
ま
り
も
有
り
。
是
等





の
隆
ま
り
に
て
界
さ
れ
た
る
中
に
兩

眼







と
鼻
と

口
と
の
存
す
る
を
見
れ
ば
、
土
偶
は
頭
巾





の
前
部
よ
り
面
の
現





れ
た
る
形
に
作



ら
れ
有
る
が
如
し
。
第
三
の
土

偶


は
面
の
上
下
共
凹
み
た
る
線



に
て
界
さ
れ
た
れ
ど
、
全
体






の
形
状
境
界
の
位
置
共









他
の
土
偶
と
等



し
く
し
て
、

示
す
所
は
同
じ
く
頭
巾
の
縁



に
て
面
の
上
下
を
覆

ひ
た
る
形
と
思
は
る
。

五
個
の
土
偶
は
何
れ
も
後
頭
部
に
多
少





の
膨
ら
み
有
り
。
第
一
、
第
二
、
第
三
の
三
個
に
於
て
は
殊



に
甚
し
。

此
の
膨
ら
み
は
疑





ひ
も
無
く
頭
巾
の
後
部





を
示
せ
し
も
の
な
り
。
第
一
、
第
二
、
第
三
の
頸
部
に
は
一
二
條
の

線


を
廻



ら
し
た
り
。
こ
は
頭
巾





と
上
着
と
相



連
續






す
る
部
分
を
ば
紐



に
て
括
り
た
る
状
な
ら
ん
。
是
等
三
個
の

面
部
左
右
兩
端













に
は
前
後
に
貫

通







す
る
小
孔
各
一
個
有
り
。
面
部
上
下
の
境

界







を
基
と
し
て
正
確
に
言

へ

ば
是
等
は
頭
巾
の
左
右
兩
端
に
穿



ち
た
る
も
の
の
如
く
な
れ
ど
、
大
体






の
位
置
よ
り
考





ふ
れ
ば
耳
輪





を
埀
る
る

孔
を
示
し
た
る
か
と
も
思



は
る
。
余
は
前

回







に
述
べ
し
如
く
乳
房
の
突
起
は
實
際






の
形
に
非
ず
し
て
女
性






の

印
し
な
り
と
信



ず
る
者
な
る
が
、
此
事
に
し
て
誤





り
無
く
ば
、
實
際
頭
巾
に
て
覆
は
れ
居

る
べ
き
耳
の
形
が
外
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に
作
り
設
け
て
有
れ
ば
と
て
格
別






に
不
審
を
懷



く
に
も
及
ば
ざ
る
べ
し
。
思
ふ
に
土
偶
製
作
者








の
意
は
頭
巾
の

形
を
表
は
す
と
同
時





に
耳
輪
の
存
在






を
も
併
せ
示
さ
ん
と
す
る
に
在

り
し
な
ら
ん
。

頭
巾
の
形

状







は
普
通
の
外
套
頭
巾










或
は
エ
ス
モ
ー
の
頭
巾
と
大
同
小
異









な
り
と
考
へ
ら
る
。

　
　
　
　
　
　
　
●
覆
面

覆
面






を
着
け
た
る
形
と
見
ゆ
る
土
偶
五
六
個
有
り
。
覆
面
は
皆



面


の
全
部





を
覆
ふ
假
面
形
の
も
の
に
し
て
、
粗

布

を
以
て
作



ら
れ
た
る
が
如
し
。
製
作
の
精
な
る
方
よ
り
始



め
て
是
等
土
偶
の
出
所
及
び
所
在






を
列
記





す
れ
ば

次
の
如
し
。
（
第
一
回
の
揷
圖
參
看
）

　
一
、
常
陸
國
河
内
郡
椎
塚
發
見
　
　
　
理
科
大
學
人
類
學
教
室
藏

　
二
、
常
陸
國
相
馬
郡
上
高
井
發
見
　
　
岡
田
毅
三
郎
氏
藏

　
三
、
下
總
國
　
　
　
平
山
村
發
見
　
　
帝
國
博
物
舘
藏

　
四
、
武
藏
國
荏
原
郡
下
沼
部
發
見
　
　
理
科
大
學
人
類
學
教
室
藏

　
五
、
同
前
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
前

何
れ
も
面
部
の
周
圍





に
沿



て
横
長
き
橢
圓
形







の
隆
ま
り
有
り
。
且
つ
額
の
部
に
は
輪
廓
の
上
縁
よ
り
多
少





下


の

方
に
向
ひ
て
延



た
る
隆
ま
り
有
り
。
一
見



鼻


の
如
く
な
れ
ど
其
位
置









上
部






に
寄
り
過
ぎ
た
り
。
是
等





土
偶
の
素

面
な
ら
ざ
る
事
は
面
部
輪
廓
の
隆
ま
り
と
兩

眼







及
び
口
の
部
の
異
形





と
に
由
つ
て
推
知





す
る
を
得
れ
ど
、
一
、

二
に
二
個
に
於



て
は
兩
眼
の
下



に
小
點
數
個
或
は
横
の
並
行
線
數
個





有
る
が
故
に
覆
面






の
性
質
は
殊
に
著
名






に

表
示
さ
れ
た
り
。
抑
も
斯
か
る
覆
面
は
何
の
爲
に
用



ゐ
ら
る
る
か
と
言

へ
ば
、
故
ら
に
面
貌






を
奇
に
す
る
爲
か
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他
人





に
面
貌
を
示
さ
ざ
る
爲
か
然



ら
ざ
れ
ば
寒
氣





を
防
ぐ
爲
な
る
べ
し
。
思
ふ
に
第
三
種
の
用
こ
そ
此
場
合







に

於
け
る
眞





の
用
な
ら
め
。
此

考







へ
に
し
て
誤
無
か
ら
ん
か
、
是
等





の
覆
面
は
氣
候
の
寒
冷
を
示



す
も
の
に
し

て
前
項
記
載
の
頭
巾





と
能
く
釣
り
合
を
保
て
る
も
の
と
云
ふ
べ
し
。

兩

眼







の
部
に
は
恐
ら
く
小
孔
有
り
て
此

所

よ
り
外
界
を
窺





ふ
を
得
る
樣
に
成
し
有
り
し
な
ら
ん
。

覆
面
は
如
何
に
し
て
面
部





に
着
け
ら
れ
し
や
。
精



し
く
言
ふ
能



は
ざ
れ
ど
、
第
五
の
土
偶
に
て
は
左
右
兩
側










に

紐
を
付
け
て
頭
に
結



び
付
け
た
る
が
如
く
、
他
の
四
個
の
土
偶
に
て
は
左
右
兩
側
に
輪

を
設
け
て
耳
に
掛

け
た

る
が
如
し
。
土
偶
　

頭

髮









の
形
状
よ
り
考
ふ
れ
ば
是
等
の
覆
面
は
女
子





の
用
ゐ
た
る
物
と
思
は
る
る
な
り
。

　
　
　
　
　
　
　
●
遮
光
器

石
器
時
代
土
偶
中
に
は
其
面
貌








實
に
奇
異
な
る
も
の
あ
り
。
元

來







是
等
土
偶
は
身
体
全
部









悉
皆
比
例
正
し
く

出

來

居

る
も
の
に
は
非



ざ
れ
ど
數
個
の
土
偶
に
於
て
は
兩
眼
に
當
る
部
分





殊
に
不
恰
好







に
大
き
く
作
ら
れ
た
り
。

左
に
數
例






を
掲
ぐ
。
（
揷
圖
右
の
下
及
び
第
一
回
揷
圖
右
の
方
下
の
隅
を
見
よ
）

　
一
、
陸
奧
國
西
津
輕
郡
龜
ヶ
岡
發
見
　
佐
藤
蔀
氏
藏

　
二
、
同
前
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
理
科
大
學
人
類
學
教
室
藏

　
三
、
陸
奧
國
二
戸
郡
小

烏

谷

村
發
見
　
同
前

　
四
、
同
前
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
前

　
五
、
羽
後
國
南
秋
田
郡
御
所
野
發
見
　
同
地
某
氏
藏

是
等
土
偶
は
眼
の
部
何
れ
も
横
長






き
橢
圓
形
の
輪
廓
を
有
し
、
其
中
央








に
一
條
の
横
線






存
在






す
。
輪
廓
全
体
を
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眼
と
す
れ
ば
横
線
を
瞳





と
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
、
横
線
の
み
を
眼

と
す
れ
ば
輪
廓
は
何



な
る
や
考
へ
難



し
。
何
れ

と
す
る
も
能
く
解
し
た
り
と
は
言
ふ
べ
か
ら
ず
。
然
ら
ば
此
奇
異









な
る
面
貌
は
何
を
示
し
た
る
も
の
な
る
か
。

未
開
人
民









の
現
状
を
調
査





す
れ
ば
大
に
發
明






す
る
所
有
る
な
り
。
シ
ベ
リ
ヤ
東
北
の
住
民






、
ア
メ
リ
カ
極
北
の

住
民
及
び
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
の
エ
ス
キ
モ
は
眼
の
部
分





に
細
き
横
線
を
截
り
透
か
し
た
る
眼
蔓
樣
の
も
の
を
用



ゐ
る
事
有
り
。
是
太
陽
の
光

線







が
積
雪
の
表
面
或
は
海
水
の
表
面






よ
り
反
射
し
來
つ
て
眼
を
害



す
る
を
豫
防

せ
ん
が
爲
な
り
。
其
原
料








に
は
獸
の
皮
と
木
と
の
別
あ
れ
ど
余
は
是
等






を
總
稱
し
て
遮
光
器








と
言
ふ
。
奇
異
な

る
面
貌
の
土
偶
は
疑





ひ
も
無
く
遮
光
器
を
着
け
た
る
形
な
り
。
輪
廓






は
遮
光
器
の
周
縁






に
し
て
、
横
線
は
透
か

し
な
る
の
み
。
コ
ロ
ボ
ツ
ク
ル
の
用
ゐ
た
る
遮
光
器
の
原
料






は
何
な
り
し
や
、
明
言






し
難
け
れ
ど
面
の
彎
曲
に

適


ふ
樣
に
作
ら
れ
た
る
と
、
橢
圓
形







の
部
の
周
縁
に
縫

ひ
目

の
如
き
凹
み
の
存
す
る
と
の
二
つ
に
由
つ
て
考





ふ

れ
ば
恐





く
は
獸
の
皮
な
り
し
な
ら
ん
と
思
は
る
縁
の
部
の
み
は
布



に
て
作
り
し
も
の
も
有
り
し
に
や
、
第
二
例

に
於



て
は
此
部
に
布
目





の
痕
を
付
け
た
り
是
等
の
遮
光
器
は
左
右
兩
端










に
在
る
紐
を
以
て
頭
に
結



び
付
け
ら
れ

た
る
も
の
の
如
し
。
之
を
用
ゐ
し
は
男
子





な
ら
ん
。
そ
は
此
所
に
述

べ
た
る
如
き
面
貌
の
土
偶
は
乳
房





の
部
の

膨
れ
方
甚




少




き
を
以
て
察



す
べ
し
。
光
線
反
射
の
眼
に
害
有
る
男
女






に
從
つ
て
差
有
る
の
理

無

し
。
女
子
は
如

何

に
し
て
眼
を
保

護

せ
し
や
。
今
後
女
子
に
し
て
遮
光
器








を
着
け
る
が
如
き
形
の
土
偶
發
見






さ
る
る
事
有
る
や

も
知
ら
ざ
れ
ど
、
余
は
前
項






の
覆
面
が
充
分






遮
光
器
の
用
を
爲
せ
し
な
ら
ん
と
考





ふ
る
な
り
。
覆
面
の
眼
の
部

に
は
小
き
孔
あ
り
て
此

所

よ
り
外
を
見
た
り
と
す
れ
ば
、
光

線







の
反
射
が
甚
く
眼
を
害



す
る
事
は
無

か
り
し

な
ら
ん
。

20コロボックル風俗考



未
開
人
民









の
現
状
に
由
つ
て
考
ふ
れ
ば
遮
光
器
の
必
要






は
積
雪






多
き
時
に
於
て
殊
に
深
く
感



ず
る
も
の
の
如
し
。

余

は
既
に
頭
巾
と
覆
面






と
の
事
に
付
き
て
言
ひ
し
が
如
く
遮
光
器
の
存
在






に
關
し
て
も
當
時





の
氣
候





寒
冷






な
り

し
な
ら
ん
と
の
事
を
想
像






す
る
な
り
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
續
出
）

21



　
　
　
○
コ
ロ
ボ
ツ
ク
ル
風
俗
考
　
第
四
回

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
理
學
士
　
坪
井
正
五
郎

　
　
　
　
　
●
飮
み
物

服

飾







の
事
は
前
回
に
て
記



し
終



り
た
れ
ば
是
よ
り
飮
食
の
事
を
記
す
べ
し
先
づ
飮

み
物
に
は
如
何
な
る
種
類






有
り
し
か
と
云
ふ
に
、
人
生






欠

く
可
か
ら
ざ
る
水
は
勿
論






、
此
他
に
酒



と
か
汁



と
か
云
ふ
如
き
或
る
嗜
好
飮
料









も
有
り
し
が
如
し
。
此
考





へ
の
據





は

後
に
至
つ
て
明
か
な
ら
ん
。

未
開
社
會
に
於
て
は
井

戸

を
掘

る
術
、
水
道
を
設



く
る
術
も
無
き
譯
故






、
コ
ロ
ボ
ツ
ク
ル
の
如
き
も
、
水
の
入



用


を
感



じ
た
る
時
に
は
必
ず
川
邊
に
至
り
し
な
ら
ん
。
遺
跡





よ
り
發
見






す
る
所
の
土
器
の
中
に
は
椀
形






の
も
の

少
か
ら
ず
。
是
等
は
實



に
水
を
汲

み
水
を
飮

む
に
適



し
た
る
も
の
な
り
。
又
水
を
貯





へ
置
く
に
用
ゐ
し
な
ら
ん

と
思



は
る
る
瓶
鉢
の
類
も
發
見
品
中
に
存
在






す
。
今
日
迄
に
知

れ
た
る
土
器
の
中
に
て
最
も
大
な
る
物
も
直
徑

一
尺
五
寸
に
達



せ
ず
。
現
に
我
々
の
使
用





す
る
水
瓶






に
比
し
て
は
其
容

量







誠
に
小
な
り
と
云
ふ
べ
し
。
思



ふ

に
コ
ロ
ボ
ツ
ク
ル
は
屋
内






に
數
個
の
瓶
鉢
類
を
並
列






し
て
是
等
に
水
を
貯





へ
置

き
し
な
ら
ん
。

遺
跡
發
見
物
中
に
は
灰



も
有
り
燒

け
た
る
木
片






も
有
り
て
コ
ロ
ボ
ツ
ク
ル
が
火

の
用



を
知
り
居
り
し
事
は
明
な

る
が
、
鉢
形






鍋
形






の
土
器
の
中
に
は
其
外
面
の
燻



ぶ
り
た
る
物
も
有
れ
ば
、
湯

を
沸

か
し
、
食
物
を
煮

或
る
は

羹


を

作
る
事
の
有
り
し
を
も
推
知





せ
ら
る
。
灰
及
び
燒
け
木
は
竪
穴






の
隅



よ
り
出
づ
る
事
有
り
、
又



貝
塚
の
中

よ
り
出
づ
る
事
有
り
。
飮
食
物









の
煮

焚

き
は
屋
内
に
て
も
爲
し
又
屋
外
に
て
も
爲
せ
し
が
如
し
。
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余
は
既
に
土
器
の
中
に
湯
水





を
飮
む
に
適



し
た
る
椀
形






の
も
の
有
る
事
を
述
べ
し
が
、
別
に
急
須
形







の
も
の
有

り
。
其
製
作
形
状











等
に
付
て
は
土
器
の
事
を
言
ふ
折

り
に
細
説






す
べ
け
れ
ど
、
大
概






を
述
ぶ
れ
ば
其
全
体






は

大
な
る
算
盤
玉








の
如
く
に
し
て
横



に
卷
煙
草







の
パ
イ
プ
を
短





く
せ
し
如
き
形
の
注

ぎ
出
し
口
付
き
た
り
。
此
噐

の
用
は
未



だ
詳
な
ら
ざ
れ
ど
之



を
手
に
取
り
て
持
ち
加
減





よ
り
考
ふ
る
に
、
兩

方







の
掌
を
平
ら
に
並



べ
其
上

に
此
噐
を
受
け
、
掌
を
凹



く
し
て
噐
の
底



に
當
て
、
左
右
の
拇
指






を
噐
の
上
部
に
掛

け
て
噐
を
押

さ
へ
、
注

ぎ

出
し
口
を
我
か
身
の
方
に
向
け
之
に
唇
を
觸

れ
て
器
を
傾





け
飮
料
を
口
中
に
灌



ぎ
込

み
し
も
の
の
如
く
思
は
る
。

又
小
形
の
御
神
酒
徳
利





に
似

た
る
土
噐
に
て
最
も
膨



れ
た
る
部
分
に
圓



き
孔



を
穿



ち
た
る
も
の
有
り
。
是



も
用

法
不
詳






な
れ
ど
、
煙
管





の
ラ
ウ
の
如
き
管



を
ば
上
よ
り
下
へ
傾





け
差

し
込

み
、
全
体






を
ば
大
な
る
西
洋
煙
管
の

如
く
に
し
、
噐
中
に
飮

み
物



を
盛

り
て
管
よ
り
之
を
吸

ひ
し
や
に
考
へ
ら
る
。

以
上
の
二
種
の
土

器

は
或
る
飮
料






を
ば
飮
み
手
の
口
に
移



す
時
に
用
ゐ
し
品
の
如
く
な
れ
ど
、
土
瓶





或
は
急
須





と
等



し
く
飮
料
を
貯





へ
置
き
且
つ
他
の
器
に
灌



ぎ
込

む
時
に
用
ゐ
し
品
と
思



は
る
る
土
噐
も
數
種






有

り
。

是
等
種
々
の
土
器
の
存
在






に
由
つ
て
考





ふ
る
に
コ
ロ
ボ
ツ
ク
ル
の
飮
み
物
は
湯
水





の
み
に
は
非



さ
り
し
が
如
し
。

灌


ぎ
出
す
に
用
ゐ
た
り
と
見
ゆ
る
土
噐
唇
に
觸

れ
た
り
と
見
ゆ
る
土
噐
の
容

量







、
比
較
的







に
小
な
る
は
中
に

盛
り
た
る
飮
料






の
直

打

ち
湯
水
よ
り
は
貴





き
に
由
り
し
な
ら
ん
。
余
は
普
通





の
水
、
普
通
の
湯
を
ば
斯

か
る
器

よ
り
灌



ぎ
、
斯
か
る
器
よ
り
飮
み
し
と
は
信



ず
る
事
能



は
ざ
る
な
り
。

湯
水
の
他
の
飮
料






と
は
如
何
な
る
も
の
な
り
し
や
。
鳥
獸
魚
介










の
煑
汁
も
其
一
な
ら
ん
。
草
根
木
實










よ
り
採

り

た
る
澱
粉






を
※

た
る
も
の
も
其
一
な
ら
ん
。
或
は
酒



に
似

た
る
嗜
好
品







有
り
し
や
も
知
る
可
か
ら
ず
。

23



　
　
　
　
●
食
ひ
物

口
碑





に
從
へ
ば
コ
ロ
ボ
ツ
ク
ル
は
漁
業






に
巧





に
し
て
屡
ば
ア
イ
ヌ
に
魚
類
を
贈



れ
り
と
云
へ
り
。
今
諸
地
方
貝

塚
よ
り
の
發
見
物








を
檢



す
る
に
、
實
に
魚
骨
魚
鱗
等
有
り
。
然



れ
ど
も
彼
等
の
食

物







は
决



し
て
魚
類
に
限



り

し
に
は
非
ず
。
そ
は
發
見
物








に
由
つ
て
充
分






に
證





す
る
事
を
得
る
な
り
。

貝
塚
は
如
何
に
し
て
作



ら
れ
た
る
か
。
總



て
に
通
じ
て
斯
く
斯
く
な
り
と
斷
言






す
る
事
は
出
來
ざ
れ
ど
、
主
と

し
て
物
捨
て
塲
な
り
と
思
へ
ば
誤





り
無
し
。
貝
塚
の
中
よ
り
は
用
に
堪
え
ざ
る
土
噐
の
破
片
出
で
、
又
折
れ
碎

け
た
る
石
噐
出
づ
。
獸
類






の
遺
骨





四

肢

所




を
異



に
し
二
枚
貝
は
百
中
の
九
十
九
迄
離



れ
た
り
。
遺
跡





を
實
踐






し

て
考
ふ
る
も
、
之
を
現
存






未
開





人
民
の
所
業
に
徴
す
る
も
、
貝
塚
に
於
け
る
穿
鑿






が
食
物
原
料
調
査














に
益
有
る

事
、
實
に
明
々
白
々
な
り
。
我
々
は
牛
肉






を
食



へ
ど
も
我
々
の
邸
内






に
在
る
物
捨
て
塲
に
於
て
牛
骨
を
見
る
事

は
期

し
難



し
。
是
自
家
庖
廚






の
他
に
牛
肉
販
賣
店








有
る
に
由
る
。
未
開
社
會










に
於
い
て
は
事
情






大
に
異



な
り
、

食
物
の
不
要
部
は
總



て
自
家
の
物
捨
て
塲
、
或
は
共
同
の
物
捨
て
塲
に
捨
て
ら
る
る
な
り
。
此
故
に
コ
ロ
ボ
ツ

ク
ル
の
食
物
は
如
何
な
る
物
な
り
し
か
と
の
事
を
知
ら
ん
と
欲



せ
ば
宜
く
貝
塚
を
發
掘






し
て
諸
種
の
遺
物





に
注

意
す
べ
き
な
り
。
貝
塚
よ
り
出
で
た
る
動
物
的
遺
物











に
し
て
其
軟
部
は
食

用







に
供
さ
れ
し
な
ら
ん
と
考
へ
ら

る
る
物
を
列
擧






す
れ
ば
大
畧
左
の
如
し

貝

の

類

　
あ
は
び
　
つ
め
た
が
ひ
　
き
し
や
ご
　
う
づ
ら
が
ひ
　
あ
か
に
し
　
か
じ
め
く
ひ
　
さ
ざ
え
　
た
に

し
　
ば
い
　
な
が
に
し
　
い
は
や
が
ひ
　
ほ
た
て
が
ひ
　
し
し
が
ひ
　
さ
る
ぼ
う
　
あ
か
が
ひ
　
ま
て
　
さ
さ

ら
が
ひ
　
い
せ
し
ろ
が
ひ
　
さ
さ
め
が
ひ
　
と
り
が
ひ
　
あ
さ
り
　
う
ば
が
ひ
　
み
る
く
ひ
　
お
ほ
の
が
ひ
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し
じ
み
　
し
ほ
ふ
き
　
ば
か
　
は
ま
ぐ
り
　
ゐ
が
ひ
　
た
ひ
ら
ぎ
　
め
ん
が
ひ
　
い
た
ぼ
　
か
き
（
名
稱
は
丘

淺
次
郎
氏
に
從
ふ
）

他

の

軟

体

動

物

　
い
か

魚

の

類

　
た
ひ
　
あ
か
え
い
（
此
他
種
々
の
骨
及
ひ
鱗
有
れ
ど
何
に
屬
す
る
や
未
だ
詳
な
ら
ず
）

龜

の

類

　
う
み
が
め

鳥

の

類

　
種
々
有
れ
ど
明
記
し
難
し
。

哺

乳

動

物

　
く
じ
ら
　
い
の
し
し
　
し
か
　
ひ
と
（
此
所
に
「
ひ
と
」
と
云
ふ
事
を
記



し
た
る
に
付
て
は
異
樣





に
感



ず
る
讀
者
も
有
ら
ん
。
順
次






記
す
所
を
見
て
疑





ひ
を
解

か
れ
よ
。
）

　
　
　
　
　
●
調
理
法

余
は
貝
塚
に
於
け
る
遺
物





に
就



て
動
物
性
食
物
の
原
料






を
調
査





し
た
り
。
コ
ロ
ボ
ツ
ク
ル
は
植
物
性
食
物
を
も

有


せ
し
に
相
違





無
け
れ
ど
、
如
何
な
る
種
類






の
如
何
な
る
部
が
常
食
と
し
て
撰



ば
れ
し
や
嗜
好
品
と
し
て
撰
ば

れ
し
や
、
考
定






の
材
料
不
足










に
し
て
明
言






す
る
能
は
ず
。
口
碑
更
に
傳



ふ
る
所
無
く
、
遺
跡





亦
之
を
示
す
べ
き

望
み
少





し
。
調
理
法
を
述

ぶ
る
に
當
つ
て
も
確

證







は
唯
動
物
性
食
物
に
取
る
の
み
。

コ
ロ
ボ
ツ
ク
ル
は
食
物
を
生



に
て
も
食



ひ
又
火
食
を
も
せ
し
な
ら
ん
。

遺
跡
に
は
灰
有
り
、
燒
け
木
有
り
。
コ
ロ
ボ
ツ
ク
ル
は
如
何
に
し
て
火
を
發



し
た
る
か
。
余
は
先

づ
此
事






を
述

べ
て
後
に
煮
燒
の
事
に
説
き
及
ぼ
す
べ
し
。

未
開
人
の
發
火
法








に
二
大
別
有
り
。
一
は
摩
擦





の
利
用





に
し
て
、
一
は
急
激






な
る
衝

突







の
利
用





な
り
。
木
と
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木
の
摩
擦





も
火
を
生
じ
、
石
と
石
或
は
石
と
金
の
衝

突







も
火
を
生
ず
。
最





も
廣



く
行
は
る
る
は
摩
擦
發
火
法











な
る
が
是
に
又
一
片



の
木
切
れ
に
他
の
木
切
れ
を
當

て
て
鋸




の

如
く
に
運
動






さ
す
る
仕
方





も
有
り
、
同
樣
に
し

て
鉋





の
如
く
に
運
動






さ
す
る
仕
方
も
有
り
一
片
の
木
切
れ
に
細



き
棒



の
先
を
當
て
て
錐



の
如
く
に
揉

む
仕
方





も

有
る
な
り
。
コ
ロ
ボ
ツ
ク
ル
は
何



れ
の
仕
方
に
從





つ
て
火
を
得
た
る
か
。
直

接







の
手
段






に
て
は
到
底






考
ふ
可

か
ら
ず
。
コ
ロ
ボ
ツ
ク
ル
の
遺
物
中







に
は
石
製
の
錐
有
り
。
土
器
の
中
に
は
此
石
錐






に
て
揉

み
開

け
た
る
に
相

違
無
き
圓
錐
形
の
孔



有
る
物
有
り
。
既



に
錐
の
用
を
知
る
、
焉
ぞ
錐
揉





み
の
如
き
運
動






の
熱



を
用
ゆ
る
事
を
知

ら
ざ
ら
ん
。
余
は
コ
ロ
ボ
ツ
ク
ル
は
一
片
の
木
切
れ
に
細



き
棒



の
先
を
押

し
當
て
、
恰





も
石
錐
を
以
て
土
器
に

孔


を
穿



つ
が
如
き
運
動
を
與



へ
、
引
き
續



き
た
る
摩
擦
の
結
果






と
し
て
熱
を
得
煙
を
得
、
終
に
火
を
得
た
る
な

ら
ん
と
考
ふ
。
木
と
木
の
摩
擦
は
木
質
よ
り
細
粉






を
生
じ
、
此
細
粉
は
熱



の
爲
に
焦

げ
て
ホ
ク
チ
の
用
を
爲
す
。

是
實
驗






に
因
り
て
知
る
を
得
べ
し
。
現



に
斯
か
る
法
の
行
は
る
る
所
に
て
は
火
の
付
き
た
る
ホ
ク
チ
樣
の
も
の

を
枯

れ
草



に
裹



み
空
中






に
於
て
激



し
く
振

り
動



か
す
な
り
。
コ
ロ
ボ
ツ
ク
ル
も
此
仕
方







を
以
て
燃

え
草
に
火
焔






を
移



し
、
此
火
焔
を
ば
再
び
薪





に
轉



ぜ
し
な
ら
ん
。

貝
塚
に
於
て
發
見






さ
る
る
獸
骨
貝
殼
の
中
に
は
往
々






黒
焦





げ
に
焦
げ
た
る
も
の
有
り
。
是
等
は
恐



ら
く
獸
肉






な

り
貝
肉
な
り
燒
き
て
食
は
れ
た
る
殘
餘
な
ら
ん
。
物
に
由
り
て
或
は
串



に
差

さ
れ
て
燒
か
れ
し
も
有
る
べ
く
或

は
草
木





の
葉
に
包



ま
れ
て
熱
灰
に
埋



め
ら
れ
し
も
有
る
べ
し
。

鉢
形
鍋
形
の
土
噐
に
外
面
の
燻





り
た
る
物
有
る
事
は
前
に
も
云
ひ
し
が
、
貝
塚
發
見






の
哺
乳
動
物
の
長
骨
中









に
は
中
間
よ
り
二
つ
に
折

り
壞



き
た
る
物
少
か
ら
ず
。
是
等





は
肉
の
大
部
分
を
取

り
た
る
後
、
尚
ほ
殘



り
て
付
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着


し
居
る
部
分
を
ば
骨
と
共
に
前
述
の
土
器
に
入
れ
て
煮
た
る
事
を
示
す
も
の
の
如
し
。
鹿
猪
等
の
骨
を
見
る

に
筋
肉






の
固
着






し
居
り
し
局
部
に
は
鋭





き
刄
物
に
て
※



を
付
け
し
痕



有
り
。
此
は
石
に
て
作



れ
る
刄
物





を
用
ゐ

て
肉
を
切
り
離



し
た
る
爲
に
生





ぜ
し
も
の
た
る
事
疑
ふ
可
か
ら
ず
。

魚
の
中
に
て
鱗
の
粗
き
も
の
は
調
理





す
る
前
に
之
を
取
り
除



き
た
り
と
見
え
て
、
貝
塚
中
に
於
て
魚
鱗






の
散
布





せ
る
を
認



む
る
事
屡
〻
有
り
。
コ
ロ
ボ
ツ
ク
ル
は
如
何
に
し
て
魚
鱗






を
魚
体






よ
り
取
り
離



し
た
る
か
。
今
詳
に

之
を
知
る
に
由



な
し
と
雖
も
、
蛤
貝
の
殼
の
内
に
魚
鱗
の
充
實






し
た
る
を
發
見






す
る
事
有
れ
ば
貝
殼
を
以
て
魚

鱗
を
掻

き
除



く
事
の
有
り
し
は
慥





な
る
べ
し
。

卷
き
貝
の
中
に
は
上
部
の
破



れ
た
る
も
の
有
り
。
是
は
肉



を
突

き
出
し
た
る
跡



と
思
は
る
。

余
は
人
類
を
も
食
物
中
に
加



へ
し
が
此
事
に
付

き
左
に
少



し
く
述
ぶ
る
所
有
ら
ん
。

食
物
の
好

き
嫌



ひ
と
云
ふ
事
は
一
家
族
の
中
に
さ
へ
有
る
事
故
、
異
り
た
る
國
民
、
異
り
た
る
人
種






の
間
に
於

て
は
猶
更






甚
し
き
懸
隔






を
見
る
も
の
な
り
。
或
る
人
民
の
好



ん
で
食



ふ
物
を
他
の
人
民
は
捨

て
て
顧





み
ず
、
或

る
人
民
の
食
ふ
可
か
ら
ず
と
す
る
物



を
他
の
人
民
は
喜





ん
で
賞

玩







す
る
の
類
其
例



决


し
て
少
か
ら
す
。
人
肉






を
食
と
す
る
か
如
き
も
我
々
の
習
慣







よ
り
言
へ
は
厭



ふ
可
き
事
、
寧
恐
る
可
き
事
に
は
有
れ
ど
、
野
蠻
未
開
國










の
中
に
は
現



に
此
風
の
行
は
る
る
所
有
り
。
彼
の
ア
ウ
ス
ト
ラ
リ
ヤ
の
ク
ヰ
ン
ス
ラ
ン
ド
土
人
の
如
き
は
實



に

食
人
人
種
の
好
標
本








な
り
。
人
肉
は
固



よ
り
常
食
と
す
べ
き
物
に
は
非



ず
。
敵
を
殺



し
た
る
時
復
讐






の
意
を
以

て
其
肉
を
食
ふ
と
か
、
親
戚






の
死
し
た
る
時
敬
慕





の
情





を
表
す
爲
其
肉
を
食
ふ
と
か
、
幾
分






か
の
制
限






は
何
れ

の
塲
合
に
も
存
在






す
る
も
の
な
り
。
大
森
貝
塚
の
發
見
者








た
る
モ
ー
ル
ス
氏
は
此
貝
塚
よ
り
出
で
た
る
人
骨
を
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撿
し
て
食
人
の
証
を
列
擧






せ
り
。
一
に
曰
く
人
骨
は
他
動
物







の
遺
骨





と
共
に
食
餘
の
貝
殼
に
混



し
て
散
在
す
。

二
に
曰
く
人
骨
の
外

面







殊


に
筋
肉
の
付
着
點
に
刄
物





の
疵



有
り
。
三
に
曰
く
人
骨
は
他
動
物
の
遺
骨





と
同
樣

に
人
工
を
以
て
折

り
碎



か
れ
た
り
。
余
は
是
等
の
事
實
は
、
モ
ー
ル
ス
氏
の
説
の
如
く
、
貝
塚
を
遺



せ
し
人
民

が
時
と
し
て
は
人
肉
を
食



ひ
し
事
有
り
し
を
証
す
る
も
の
と
考
ふ
。
此
想
像








に
し
て
誤
り
無

か
ら
ん
か
、
コ
ロ

ボ
ツ
ク
ル
は
我
々
日
本
人
は
勿
論






ア
イ
ヌ
も
恐



れ
嫌



ふ
可
き
食
人
の
習
慣







を
有
せ
し
人
民
に
し
て
、
其
性
質






日

本
人
及
ひ
ア
イ
ヌ
と
は
大
に
異
り
た
る
も
の
と
云
ふ
可
き
な
り
。
人
肉






に
し
て
若
し
他
の
肉
類






と
等



し
く
食
用

に
供
さ
れ
し
も
の
な
ら
は
其
調
理
法







に
於
て
も
亦
同
樣






な
り
し
な
ら
ん
。

　
　
　
　
　
●
飮
食
法

遺
跡





よ
り
發
見






せ
し
土
噐
の
中
に
は
椀
形






の
も
の
有
り
、
皿
形






の
も
の
有
り
、
鉢
形
の
も
の
有
り
、
諸
種






の
飮

食
物
を
盛

る
に
適



す
。
是
等
の
他
に
食
器
と
し
て
用



ゐ
る
に
足
る
小
籠
抔







も
有
り
し
な
ら
ん
。
土
噐
の
形
状
中

に
は
籠



の
形



を
摸

せ
し
も
の
も
有
れ
は
此
考
へ
は
一
概
に
空
想






な
り
と
は
云
ふ
可
か
ら
す
。
匙



と
し
て
は
貝
殼

に
柄

を
付

け
た
る
も
の
用
ゐ
ら
れ
、
肉
差
し
と
し
て
は
獸
骨
を
割

り
て
磨

り
尖



ら
し
た
る
も
の
用
ゐ
ら
れ
し
な

ら
ん
。
肉
差
し
の
如
き
骨
器
は
常
陸
椎
塚
の
貝
塚
よ
り
數
個
出
で
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
續
出
）
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○
コ
ロ
ボ
ッ
ク
ル
風
俗
考
　
第
五
回
（
挿
圖
參
看
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
理
學
士
　
坪
井
正
五
郎

　
　
　
　
●
住
居

人
類
の
住
居






に
は
樣

々







の
種
類
有
る
も
の
に
て
、
我
々






日
本
人







は
現
今
地
盤
上
に
建

て
た
る
家
に
の
み
住



へ

ど
、
古
今
を
通
じ
て
何
人
種








も
同
樣
と
云
ふ
譯
に
は
あ
ら
ず
。
ニ
ウ
ジ
イ
ラ
ン
ド
及
び
ア
フ
リ
カ
の
一
地
方
に

は
立
ち
木
の
上



に
小
屋
を
作
り
て
住
居
と
す
る
者



有
り
。
ニ
ラ
ジ
イ
ラ
ン
ド
、
ヴ
ェ
ネ
ジ
ュ
ラ
、
マ
レ
イ
諸
地





方


に
は
海
底
、
川
底
、
湖
底
抔
に
杭



を
打
ち
込
み
水
面
上









數

尺







の
所
に
床
を
張
り
屋

根

を
設
け
て
住
居
と

す
る
者
有
り
。
カ
ナ
リ
イ
、
チ
ュ
ニ
ス
、
ス
ペ
イ
ン
の
グ
ラ
ナ
ダ
、
支
那
の
陜
西
省
諸
地
方
に
は
住
居






と
し
て

穿


ち
た
る
横
穴
有
り
。
千
島





カ
ラ
フ
ト
、
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
、
ア
ラ
ス
カ
、
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
、
朝
鮮
に
は
住
居






と
し
て
堀
り
た
る
竪
穴
有
り
。
是
等





は
皆
現
今
用
ゐ
ら
る
る
も
の
の
例
な
れ
ど
、
古
代
に
在
て
も
地
方





に
由
り

人
種
に
由
つ
て
は
種
々
樣
々












な
る
住
居






有
り
し
事
疑
ふ
べ
か
ら
ず
。
コ
ロ
ボ
ッ
ク
ル
は
如
何
な
る
種
類






の
住
居

を
有



せ
し
や
。
之
を
ア
イ
ヌ
間
に
存
す
る
口
碑
に
徴





す
る
に
、
コ
ロ
ボ
ッ
ク
ル
は
土
を
堀
り
窪
め
て
低
所






を
作

り
、
木
の
幹



枝


を
以
て
屋
根
の
骨
と
し
、
之
を
草
木






の
葉
に
て
覆
ひ
て
住
居
と
せ
し
も
の
の
如
し
。

ア
イ
ヌ
が
指

し
て
コ
ロ
ボ
ッ
ク
ル
の
遺
跡





な
り
と
す
る
も
の
は
何
れ
も
竪
穴
に
し
て
、
其
廣






さ
は
疊
二
枚
敷
よ

り
五
十
枚
敷
位









に
至
り
、
深
さ
は
通
例
五
六
尺
位
な
り
多



く
の
年
月
を
經

て
斯

か
る
有
樣
と
成
り
し
も
の
故

其
始
め
は
更
に
廣



く
更
に
深



か
り
し
な
ら
ん
。
是
等
の
竪
穴






が
コ
ロ
ボ
ッ
ク
ル
の
も
の
た
る
事
、
即
ち
石
噐
時







29



代
人
民







の
も
の
た
る
事
は
口
碑





の
み
に
由
つ
て
推
測






す
る
に
非
ず
、
土
中
の
發
見
物








に
由
つ
て
確
知
す
る
を
得

る
な
り
、
北
海
道
諸
地
方
現
存
の
竪
穴
よ
り
は
石
器
時
代
土
器
石
器
の
破
片
出
づ
。
此
事
は
余
自
ら
も
釧
路





に

於
て
實
見






せ
り
。

農
學
士
石
川
貞
治
氏
の
調
査





に
從
へ
ば
北
海
道
本
島
中
竪
穴
の
存
す
る
地
方
は
次
の
如
し
。
後﹅
志﹅
國
余
市
郡
余

市
村
、
同
郡
河
村
、
同
國
忍
路






郡
忍
路
村
、
同
國
高
島
郡
手
宮
、
石﹅
狩﹅
國
札
幌
郡
札
幌
、
同
郡
圓
山
村
、
同
琴

仙
村
、
天﹅
※﹅
國
留

萠







郡
留
萠
、
同
郡
オ
ビ
ラ
シ
ベ
ツ
、
同
國
苫
前
郡
オ
ン
ネ
シ
ヨ
サ
ン
ベ
ツ
、
同
郡
風
連
別
、

同
國
天
※
郡
天
※
村
、
北﹅
見﹅
國
枝
幸
郡
枝
幸
村
、
紋
別
郡
雄
武





川
筋
、
同
郡
サ
ル
マ
湖
南
岸
、
同
國
常
呂





郡
常

呂
村
、
同
國
網
走
郡
能
登
呂
山
道
、
同
郡
網
走
市
中
及
四
近
、
根﹅
室﹅
國
野
付
村
標
津





西
別
間
、
花
咲
郡
半
田
牛
、

釧﹅
路﹅
國
釧
路
郡
釧
路
、
同
郡
釧
路
白
糠
間
、
セ
チ
リ
河
筋
ピ
ラ
カ
プ
ト
、
同
フ
シ
コ
タ
ン
、
釧
路
郡
ト
ウ
ロ
、

同
國
川
上
郡
ト
ウ
ベ
ツ
川
口
、
十﹅
勝﹅
國
白
糠
郡
尺
別
村
、
十
勝
河
河
口
、
同
國
當
勝
郡
勇
洞
村
、
洞
村
、
同
郡

ト
ン
ケ
シ
、
同
國
廣
尾
郡
茂
寄
村
、
日﹅
高﹅
國
幌
泉
郡
油
駒
村
、
同
國
靜
内
郡
有
良
村
マ
ブ
タ
山
、
同
國
沙
流
郡

上
ピ
ラ
ト
リ
、
膽﹅
振﹅
國
勇
拂
郡
鵡
川
川
筋
カ
イ
カ
ウ
ン
、
同
國
白
老
郡
苫
小
牧
村
、
同
國
千
歳
郡
漁





村
、
同
國

室
蘭
郡
室
蘭
。
以
上
所
に
由
り
て
は
數
十
或
は
數
百
、
群
を
成
し
て
存
在
す
る
も
の
故
、
竪
穴
の
總
數
は
甚
だ

多
き
も
の
と
知
る
べ
し
。
是
等
悉
皆
同
性
質
の
も
の
な
り
や
否
や
斷
言






し
難



し
と
雖
も
、
石
器
時
代
に
屬
す
る

も
の
夥

多

な
る
べ
き
は
疑
ひ
を
容
れ
ず
。
（
余
が
知
れ
る
も
の
に
し
て
石
川
氏
の
表
に
漏
れ
た
る
地
名
は
日
高

國
靜
内
郡
下
下
方







、
釧
路
國
仙
鳳
阯
及
び
厚
岸
邊
）
余
は
緒
言
（
本
誌
第
九
十
號
に
在
り
）
に
於
て
、
コ
ロ
ボ

ッ
ク
ル
な
る
名
稱






は
、
ア
イ
ヌ
が
其
先
住
者
に
與
へ
た
る
綽
名





の
一
に
し
て
、
此
他
に
も
種
々
の
異
名
有
り
と
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の
趣
を
述
べ
し
が
、
此
所
に
其
一
二
を
説
明
し
て
住
居
考








の
材
料






と
せ
ん
。
或
る
地
方
の
ア
イ
ヌ
は
コ
ロ
ボ
ッ

ク
ル
の
事
を
バ
ト
イ
チ
セ
コ
ッ
コ
ロ
カ
モ
イ
と
云
ひ
或
る
地
方
の
ア
イ
ヌ
は
之
を
ト
イ
チ
セ
ク
ル
と
云
ふ
。
前

者
は
「
土
の
家
を
持
つ
神
」
の
義
、
後
者
は
「
土
の
家
の
人
」
の
義
、
共
に
土
中
に
住
居
す
る
者
の
謂
ひ
な
り
。

ア
イ
ヌ
は
竪
穴
を
指
し
て
先
住
者
の
遺
跡





と
し
、
又
此
の
如
き
名
稱
を
彼
等
に
與
ふ
。
北
海
道
に
於
け
る
コ
ロ

ボ
ッ
ク
ル
の
住
居
の
竪
穴
た
り
し
事
は
確
信






し
て
可
な
り
。

日
本
本
州
に
於
け
る
コ
ロ
ボ
ッ
ク
ル
の
住
居






は
如
何
。
口
碑





遺
跡





共
に
存
せ
ず
、
固
よ
り
明
言






す
る
の
限
に
あ

ら
ざ
れ
ど
、
常
陸
風
土
記
所
載













の
一
項
は
稍
推
考






の
手

掛

か
り
と
す
る
を
得
ん
。
同
書
那
珂
郡
の
條
下
に
曰
く

「
平
津
驛
家
、
西
一
二
里
有
岡
、
名
曰
大
櫛
、
上
古
有
人
、
體
極
長
大
、
身
居
丘
壟
之
上
、
採
蜃
食
之
、
其
所

食
具
、
積
聚
成
岡
、
時
人
取
大
杇
之
義
、
今
曰
大
櫛
岡
、
其
大
人
踐
跡
、
長
卅
餘
歩
、
廣
廿
餘
歩
、
尿
穴
跡
可

廿
餘
許
、
」

大
櫛
今
又
大
串
と
改
稱






し
て
東
茨
城
郡
に
屬
せ
り
。
地
勢





に
由
つ
て
考
ふ
る
も
「
其
所
食
具
、
積
聚
成
岡
」
と

云
ふ
文
に
由
つ
て
考
ふ
る
も
、
此
地
に
貝
塚
有
り
し
は
事
疑
ふ
べ
き
理
由





無
し
。
八
木
奬
三
郎
氏
の
實
見
談








に

據
れ
ば
此
岡
の
麓
に
は
今
尚
ほ
貝
殼






點
々






散
布





し
て
、
曾
て
一
大
貝
塚
有
り
し
證
跡






を
留
む
と
云
ふ
。
此
地
海

岸
を
距

る
事
凡
一
里
。
風
土
記
の
成
り
し
頃
は
海
水






の
入

り
込

み
方
今
日
よ
り
は
深
か
り
し
な
る
べ
き
も
、
岡

の
下
迄
は
達
せ
ざ
り
し
な
ら
ん
。
鹹
水






貝
塚
は
元

來







海
邊






に
在
る
べ
き
も
の
な
れ
ど
年
月
の
經

つ
に
從
ひ
土

地
隆
起









の
爲
、
海
水
退
き
て
其
位
置
比
較
的







内
地
に
移
る
事
有
り
。
此
理





を
知
ら
ざ
る
者
は
海
を
距

る
事
遠
き

所
に
於
て
鹹
水
貝
殼
の
積
聚






す
る
を
見
れ
ば
頗
る
奇

異

の
思
ひ
を
作
す
べ
し
。
大
人
云
々
の
説
有
る
盖
し
此
に
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基
因





す
る
な
ら
ん
。
果
し
て
然
ら
は
所
謂
「
大
人
踐
跡
」
と
は
何
者
を
指
す
か
。
余
は
之
を
以
て
極
め
て
大
な

る
足
跡






の
如
き
も
の
即
ち
竪
穴
に
類
し
た
る
も
の
と
な
す
。
余
は
釧
路
貝
塚
の
近
傍
に
於
て
實
に
大
人
の
歩



き

た
る
跡
と
も
形
容






す
べ
き
數
列
の
竪
穴
を
見
た
り
。
常
陸
風
土
記
所
載
の
「
大
人
踐
跡
」
な
る
も
の
或
は
同
種

類
の
竪
穴
の
群
な
ら
ん
か
。
「
尿
穴
跡
」
と
云
ふ
も
の
も
亦
一
の
竪
穴
な
ら
ん
。
北
海
道
現
存
の
竪
穴
中
に
は

長
徑
十
間
に
達
す
る
も
の
無
き
に
非
ず
、
二
十
歩
三
十
歩
等
の
數
敢



て
怪



し
む
に
足
ら
ざ
る
な
り
。
以
上
の
考

へ
に
し
て
誤
り
無
く
ん
ば
、
常
陸
地
方
に
棲
息






せ
し
石
器
時
代
人
民
も
北
海
道
に
於
け
る
者
と
等
し
く
竪
穴
を

以
て
住
居
と
せ
し
者
と
思

惟

す
べ
き
な
り
。

余
は
全
國
の
石
器
時
代
人
民
が
悉
皆
竪
穴
に
住
居
せ
し
や
否
や
明
言
す
る
能
は
ざ
れ
ど
、
彼
等
の
住
居






と
し
て

余
が
今
日
迄
に
知
る
を
得
た
る
は
竪
穴
に
關
す
る
事
實
の
み
な
る
が
故
に
、
コ
ロ
ボ
ッ
ク
ル
の
住
居
は
如
何
な

る
も
の
か
と
の
問
に
對
し
て
は
、
少
く
と
も
或
る
地
方
に
於
て
は
竪
穴
な
り
し
な
り
と
答
へ
ん
と
す
。

　
　
　
　
●
竪
穴

北
海
道
現
存
の
竪
穴
は
、
前
に
も
述
べ
し
如
く
、
二
疊
敷
よ
り
五
十
疊
敷
位
の
大
さ
に
て
深



き
は
人
の
丈

位







な
る
が
、
周
壁
の
上
端
は
地
面
よ
り
も
高
く
盛

り
上

が
り
て
堤





の
形
を
成
し
居
る
も
の
故
、
摺

り
鉢



を
土
中
に

埋


め
て
其
縁






の
部
を
少
し
高
く
地
上
に
露





し
置
け
ば
竪
穴
の
雛
形






と
成
る
な
り
。
土
壁
の
部
の
深
さ
を
六
尺
位

に
せ
し
と
す
る
者
は
、
先
づ
地
面
を
四
尺
計
り
堀

り
下

げ
、
堀
り
出
し
た
る
土
を
以
て
高
さ
二
尺
計
り
の
堤
を

築
き
廻
ら
せ
し
な
ら
ん
。
堤
の
一
部
分
に
は
切
り
開
き
た
る
所
有
り
。
出
入
口
な
る
べ
し
。
竪
穴
の
形
は
方
形
、

長
方
形
、
圓
形
、
橢
圓
形
、
瓢
形
等
に
て
一
つ
の
穴
の
大
さ
は
八
疊
よ
り
十
五
疊
迄
を
常
と
す
。
竪
穴
の
中
よ
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り
は
古
器
物









の
他
に
、
灰
及
び
燒
け
木
の
出
づ
る
事
有
り
。
是
等
の
中
に
は
煮

焚

き
の
爲
、
温
暖






を
取
ら
ん
爲
、

又
は
屋
内






を
照
さ
ん
爲
、
故
意
に
焚
き
火
せ
し
跡
も
有
る
べ
け
れ
ど
、
火
災






の
爲
屋
根
の
燃

え
落

ち
た
る
跡
も

有
ら
ん
。
屋
根
の
事
は
次
項
に
記
す
べ
し
。

竪
穴
は
風
雨
の
作
用
塵
埃






の
堆
積






の
爲
、
自
然
に
埋
ま
る
事
も
有
る
べ
く
、
開
墾






及
び
諸
種
の
土
木
工
事
の
爲
、

人
爲
を
以
て
埋



む
る
事
も
有
る
べ
き
も
の
な
り
。
石
器
時
代
竪
穴
現
存
の
例
、
北
海
道
の
み
に
多
く
し
て
、
他

地
方
に
於
て
は
更
に
見
聞






無

き
も
、
必
竟






、
北
海
道
の
地
は
比
較
的
近
き
頃
迄
石
器
時
代
人
民
の
棲
息
地







な
り

し
と
、
開
拓






未
だ
行
き
渡
り
居
ら
さ
る
と
に
由
る
事
大
な
ら
ん
。

　
　
　
　
●
屋
根

或
る
地
方
の
ア
イ
ヌ
は
北
海
道
先
住
者
は
住
居
の
屋

根

を
葺

く
に
蕗



の
葉

を
以
て
せ
り
と
言
ひ
傳
ふ
。
是
コ
ロ

ボ
ッ
ク
ル
の
名
有
る
所
以
な
り
、
（
第
九
十
號
緒
言
を
見
よ
）
。
或
る
地
方
に
て
は
ク
ッ
ロ
ポ
ッ
ク
グ
ル
の
名

行
は
る
。
ク
ッ
ヲ
ロ
と
は
蔦
蔓






の
類
を
指
す
と
云
ふ
。
此
名
を
直
譯
す
れ
ば
蔦
蔓
の
下
の
人
と
な
る
。
恐
く
は

屋
根
を
造
る
材
料
と
し
て
多
く
の
蔦
蔓
を
用
ゐ
た
る
を
云
ふ
な
ら
ん
。
思
ふ
に
竪
穴
の
中
央
に
數
本
の
柱
を
建

て
是
に
棟
梁
を
結
び
付
け
、
周
圍





よ
り
多
く
の
木
材






を
寄
せ
掛
け
、
其
上
を
種
々
の
も
の
、
殊
に
蕗



の
葉

に
て

覆
ひ
、
蔦
蔓






の
類
に
て
綴



り
合
は
せ
て
住
居
を
作
り
上
け
た
る
な
ら
ん
。
葉
の
大
な
る
蕗
は
北
方
に
の
み
生
ず

る
も
の
故
右
の
説
明






は
固
よ
り
全
國
に
通
ず
べ
き
に
非
ず
。
他
地
方
に
在
つ
て
は
主
と
し
て
獸
皮
、
木
皮
、
席

類
等
を
以
て
屋
根
を
葺
き
し
な
ら
ん
。

　
　
　
　
●
住
居
の
工
事

33



野
蠻
未
開








の
社
會
に
於
て
は
分
業
盛
に
行
は
れ
ず
、
大
工
、
土
方
の
如
き
固
り
獨
立






し
て
存
す
可
き
職

業








に

あ
ら
ず
。
此
故
に
住
居
新
築










の
擧
有
れ
ば
隣
人






相


補


け
て
土
木
の
事
に
從





ふ
を
常
と
す
。
コ
ロ
ボ
ッ
ク
ル
も
亦

然
り
し
な
ら
ん
。
住
居






の
位

置

は
、
第
一
に
飮
用
水








を
汲

む
べ
き
泉
、
川
、
或
は
湖
よ
り
程
遠






か
ら
ぬ
所
に
し

て
、
次
に
食

物







の
獲
易





き
塲
所
、
次
に
日
當
り
好

き
地
を
撰



び
し
な
る
べ
し
。
三
つ
の
條

件







を
充
た
す
地

に
は
大
部
落







存


せ
し
な
ら
ん
。
住
居






の
大
小
は
家
族





の
多
少
に
因
る
事
勿
論






な
れ
ど
塲
合





に
由
つ
て
は
一
個





の

大
部
屋
を
設



く
る
代
り
に
數
個





の
小
部
屋
を
作
る
事
も
有
り
し
と
思
は
る
。
瓢

形







の
竪
穴






の
如
き
即
ち
其
例

な
り
。
穴



を
作



る
に
當
つ
て
は
、
或
は
長
さ
幾
歩





、
幅



幾
歩
と
歩



み
試
み
、
或
は
繩



を
採

り
尋
數






を
測



り
て
地

上
に
張

り
廻



ら
し
、
堀
る
可
き
塲
所





の
大
さ
を
定
め
、
尖



り
た
る
棒



を
以
て
地
を
穿



ち
、
籠



、
席





の
類
に
土
を

受
け
、
且
つ
堀

り
且
つ
運



び
多
く
の
勞

力







を
費
し
て
仕

上

げ
た
る
も
の
な
ら
ん
。
ア
フ
リ
カ
某
地
方





の
土
人

は
土
堀





り
用
の
尖



り
た
る
棒



に
石
製






の
輪

を
ば
鍔



の
如
く
に
篏

め
て
重



り
と
し
、
此
道
具





の
功

力







を
増
す
事

有
り
。
本
邦






石
器
時
代
遺
跡











よ
り
出
づ
る
石
輪
中








に
も
或
は
同
種






の
も
の
有
ら
ん
か
繩



、
籠



席




の
存
在
は
土

器

の
押
紋






及
び
形

状







裝

飾







等
に
由
つ
て
充
分
に
證

明







す
る
を
得
べ
し
。
建
築
用








の
木
材
は
火
に
て
燒

き
切

り
又
は
打
製
石
斧






に
て
扣



き
切

り
し
な
る
べ
し
、
是
等
を
括



り
合
す
る
に
は
諸
種
の
繩



及
び
蔦
蔓






の
類
を
用
ゐ

し
な
る
べ
し

　
　
　
　
　
●
室
内
の
有
樣

室
内






の
有
樣
に
付
き
て
は
口
碑





存
せ
ず
。
火
を
焚

き
し
跡



の
他
、
實
地





に
就
い
て
の
調
査





も
何
の
證
を
も
引
き

出
さ
ず
。
余
は
茲
に
想
像






を
述
べ
て
此
點
に
關
す
る
事
實





の
缺
乏






を
補





は
ん
と
す
。
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昇
降
口









の
高
さ
は
少
く
と
も
三
尺
位
は
有
る
べ
し
。
恐



ら
く
は
木
製






の
梯
子





或
は
蹈

み
臺



の
設



け
有
り
し
な

ら
ん
。
入
り
口
と
周
壁






の
或
る
部
分





に
は
席





を
下
げ
置
き
し
な
る
べ
く
、
地
上






に
は
木
材
を
並



べ
、
其
上
に
席
、

編

み
物



、
獸
皮





、
木
皮
抔







敷

き
列



ね
て
座
臥
の
塲
所
と
せ
し
な
る
べ
し
。
室
内






一
部
分
に
は
土

間

有
り
て
此

所

は
火
を
焚

き
、
水
瓶






を
置
く
爲
に
用
ゐ
ら
れ
た
る
な
ら
ん
。
土

器

石
器





の
中
に
は
小
さ
き
物
あ
り
、
美





し
き
物

あ
り
。
是
等





が
床



の
上
に
直
に
置

か
れ
た
り
と
は
考
ふ
る
能
は
ず
。
余
は
室
内






に
は
大
小
種
々
の
棚



の
有
り
し

事
を
信



ず
る
者
な
り
。
入
り
口
の
他
に
も
數
個





の
窓



有
り
し
な
る
べ
け
れ
ば
、
室
内






は
充
分






に
明





か
り
し
な
ら

ん
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
續
出
）
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○
コ
ロ
ボ
ッ
ク
ル
風
俗
考
　
第
六
回
（
挿
圖
參
看
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
理
學
士
　
坪
井
正
五
郎

　
　
　
　
●
器
具

衣
食
住
の
事
は
述

べ
終



り
た
る
を
以
て
是
よ
り
器

具

の
方
に
移
る
べ
し
。
コ
ロ
ボ
ッ
ク
ル
は
如
何
な
る
器
具
を

用
ゐ
し
や
と
云
ふ
事
を
考
ふ
る
に
は
三
つ
の
據
有
り
。
其
一
は
ア
イ
ヌ
の
傳
ふ
る
口
碑





、
其
二
は
遺
跡





に
存
す

る
實
物
、
其
三
は
土
器
形
状
模
樣












よ
り
の
推
測






是
な
り
。

先
づ
噐
具
製
造
の
原
料
を
調
査





せ
ん
。

今
日
迄
の
實
見
と
推
測






と
に
從
ひ
噐
具
を
原
料
に
由
つ
て
分
類






す
れ
ば
左
の
如
し
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
┌
土
器

　
　
　
┌
無
機
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
┤

　
原
料
┤
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
└
石
器

　
　
　
│
　
　
┌
植
物
…
…
…
…
…
…
…
…
植
物
質
噐
具

　
　
　
└
有
機
│
　
　
┌
無
脊
動
物
…
…
…
貝
殼
器

　
　
　
　
　
　
└
動
物
┤
　
　
　
　
　
　
┌
骨
器

　
　
　
　
　
　
　
　
　
└
有
脊
動
物
…
…
┤
角
器

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
└
牙
器
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尚
ほ
製
法
（
打
製
、
磨
製
等
）
功
用
（
利
器
、
容
器
等
）
用
途
（
日
用
器
具
、
漁
獵
具
等
）
に
由
つ
て
も
分
類






す
る
を
得
れ
ど
、
餘
り
に
精
密






に
亘



り
て
專
門
的
に
傾
く
は
、
畫
報
の
記
事
と
し
て
不
適
當







な
る
の
感
無
き
に

非
ざ
れ
ば
、
記
載
は
見
合
は
せ
、
一
般
讀
者
の
便
宜





を
計
り
、
直
ち
に
各
種
の
器
具
に
就
き
説
明






を
試
む
事
と

す
べ
し
。

　
　
　
　
●
石
製
の
利
噐

既
に
緒
言
中
に
も
記
し
置
き
た
る
通
り
、
石
器
時
代








と
は
、
人
類
が
主
と
し
て
石
の
刄
物





を
製
造






使
用





す
る
時

期
の
謂
ひ
な
れ
ば
、
此
時
代
の
遺
物
中
最
も
強
く
人
の
意
を
惹

く
も
の
は
石
器
殊
に
石
製
の
利
器
た
る
事
勿
論

な
り
。
コ
ロ
ボ
ッ
ク
ル
が
石
製
の
利
噐
を
用
ゐ
た
り
と
の
事
は
ア
イ
ヌ
も
口
碑
と
し
て
云
ひ
傳
へ
居
る
事
な
る

が
、
日
本
全
國
諸
地
方
の
石
器
時
代
遺
跡
よ
り
出
づ
る
石
器
中







に
は
、
左
に
列
擧






す
る
如
き
種
々
の
利
器
有
り
。

（
第
一
）
石
を
打
ち
欠
き
て
作
れ
る
斧
形






の
者
。
（
之
を
打
製
石
斧








と
呼
ぶ
）
。

（
第
二
）
石
を
研
ぎ
磨
き
て
作
れ
る
斧
形
の
者
。
（
之
を
磨
製
石
斧








と
呼
ぶ
）
。

（
第
三
）
石
を
打
ち
欠
き
て
作
れ
る
槍
形






の
者
。
（
之
を
石
槍






と
呼
ぶ
）
。

（
第
四
）
石
を
打
ち
欠
き
て
作
れ
る
鏃

形







の
者
。
（
之
を
石
鏃






と
呼
ぶ
）
。

（
第
五
）
石
を
打
ち
欠
き
て
作
れ
る
錐
形






の
者
。
（
之
を
石
錐






と
呼
ぶ
）
。

（
第
六
）
石
を
打
ち
欠
き
て
作
れ
る
匕
形






の
者
。
（
之
を
石
匕






と
呼
ぶ
）
。

以
上
を
主
要






な
る
も
の
と
す
。

　
　
　
　
●
打
製
類
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總

説

　
石
製
の
利

器

を
見
る
に
、
刄
の
部
分
打

ち
欠

き
て
作
ら
れ
た
る
も
の
と
、
研
ぎ
磨
き
て
作
ら
れ
た
る
も

の
と
、
の
二
類
有
り
。
第
一
類
に
屬
す
る
も
の
を
、
打
製
石
斧
、
石
槍
、
石
鏃
、
石
錐
、
石
匕
、
等
と
す
。
是

等
石
器
の
製
法
用
法
は
現
存






未
開
人
民









の
所
爲





に
由
つ
て
も
充
分
に
推
考






す
る
を
得
る
な
り
。

打

製

石

斧

　
打
製
石
斧








は
通
例






長


さ
三
寸
計
り
に
し
て
、
其
形
状








は
長
方
形
、
橢
圓
形
、
分
銅
形
等
な
り
。
刄

は
一
端
に
在
る
事
有
り
、
兩
端






に
在
る
事
有
り
。
或
る
物
は
手
に
て
直





に
握



り
し
な
る
べ
く
、
或
る
物
に
は
柄



を
括



り
付
け
し
な
ら
ん
。
使
用





の
目
的
は
樹
木






を
扣



き
切

り
、
木
材
を
扣
き
割
り
、
木
質






を
刳



り
取
り
、
獸



を

斃


し
、
敵



を
傷





く
る
等
に
在
り
し
と
思
は
る
。
未
開
社
會










に
於
て
は
器

具

の
上
に
も
分
業






起


ら
ざ
る
を
常
と
す
。

一
個
の
打
製
石
斧








も
コ
ロ
ボ
ッ
ク
ル
の
爲
に
は
建
築
、
造
船
、
獸
獵
、
爭
鬪
に
際
し
て
、
極



め
て
肝
要






な
る
役

目
を
勤
め
し
な
る
べ
し
。
是
等
の
事
は
ア
ウ
ス
ト
ラ
リ
ヤ
、
ク
イ
ン
ス
ラ
ン
ド
土
人
の
現
状






に
徴
し
て
推
考






す

る
を
得
る
な
り
。

石

槍

　
此
石
器
は
長
さ
二
三
寸
よ
り
五
六
寸
に
至
り
、
扁
平






に
し
て
紡
錘
形
或
は
菱
形






を
な
す
も
の
な
り
。
現

存
石
器
時
代
人
民
中
に
は
、
此
の
如
き
物
に
短





き
柄

を
添

へ
て
短
刀






の
如
く
に
用
ゐ
、
或
は
長
き
柄
を
添
へ
て

槍


と
す
る
者
有
り
。
中
央






ア
メ
リ
カ
發
見






の
古
器
物
中
に
は
此
類
の
石
器
に
短





き
柄
を
付
け
寄

せ
石
細
工
を
以

て
之
を
飾



れ
る
物
在
り
、
又
一
手
に
首
級






を
抱



へ
他
手
に
石
槍
形
の
匕
首
を
携





へ
た
る
人
物
の
石
面
彫
刻
物












有

り
。
然
れ
ば
形
状
に
由
り
て
等



し
く
石
槍
と
稱
す
る
物
の
中
に
は
、
其
用
よ
り
云
へ
ば
、
槍
も
有
る
べ
く
、
短



刀


も
有
る
べ
き
な
り
。
フ
ラ
ン
ス
、
ベ
リ
ゴ
ー
ド
の
洞
穴






よ
り
は
馴
鹿
の
脊
椎
に
石
槍
の
立
ち
た
る
物
を
發
見

せ
し
事
有
り
。
思



ふ
に
コ
ロ
ボ
ッ
ク
ル
も
石
槍
を
ば
兩
樣
に
用
ゐ
、
時
と
し
て
は
其

働







き
を
食
用
動
物











の
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上
に
施





し
、
時
と
し
て
は
之
を
人
類
の
上
に
施
せ
し
な
ら
ん
。
石
槍
を
柄

に
固
着
す
る
爲
に
は
木

詣

の
類
と
植

物
の
皮
又
は
獸
類







の
皮
を
細
く
し
た
る
も
の
を
併
せ
用
ゐ
し
な
る
べ
し
。

石

鏃

　
石
鏃






は
通
例






長
さ
六
七
分
に
し
て
其
形
状
一
定
せ
ざ
れ
ど
、
何
れ
も
一
端
鋭





く
尖



り
、
左
右
常
に
均
整






な
り
。
此
種
の
石
器
夥
多





の
中
に
は
石
質
美
麗









、
製
作
緻
密









、
實
用
に
供
す
る
は
惜
し
し
と
思
は
る
る
物
無
き

に
非
ず
。
小
に
過

ぎ
て
用
を
爲
さ
ざ
る
物
有
り
、
赤
色






の
色

料







を
塗

り
て
明
か
に
裝
飾





を
加
へ
し
物
有
り
。

是
等
は
玩
弄
品









か
裝
飾
品
か
將

た
貨
幣






の
如
き
用
を
爲
せ
し
物



か
容
易





に
考
定






す
る
事
能
は
ず
と
雖
も
、
石



鏃


本
來
の
用
及
ひ
主
要






の
用
は
、
此
所
に
掲



げ
た
る
名
稱






の
意

味

す
る
通
り
、
矢

の
先



に
着
け
て
目
的
物








を
傷

く
る
に
在
る
や
必
せ
り
。
ア
メ
リ
カ
土
人
中
に
は
現



に
石
鏃
を
使
用
す
る
者
有
り
。
ニ
ウ
ジ
ヤ
ア
シ
イ
に
て
は

人
類
の
前
頭
骨
に
石
鏃
の
立
ち
た
る
儘



の
物
を
發
見
し
、
チ
リ
の
コ
ピ
ア
ポ
に
て
は
人
類
の
第
二
の
脊
椎
に
石



鏃


の
立
ち
た
る
儘



の
物
を
發
見






し
、
フ
ラ
ン
ス
の
フ
ヲ
ン
リ
ヤ
ル
に
て
は
人
類
の
脛
骨






に
石
鏃
の
立
ち
た
る
儘



の
物
を
發
見
し
た
る
事
有
り
。
本
邦






に
於
て
は
未
だ
斯

か
る
發
見
物
無
し
と
雖
も
石
鏃
の
根
底
部







或
は
把
柄






に

木

脂

を
付
け
た
る
痕
を
留
む
る
物
往
々
有
り
て
能
く
※





を
固
着
せ
し
状
を
示
せ
り
。
矢
有
れ
は
弓
有
り
、
弓
有

れ
ば
絃



有
り
。
コ
ロ
ボ
ッ
ク
ル
遺
跡





に
石
鏃
の
現
存
す
る
は
、
間
接






に
彼
等
が
※





、
弓
及
び
絃
を
有
せ
し
事
を

證

す

る
も
の
と
云
ふ
べ
し
。
矢
に
は
羽

根

を
付
く
る
事
有
り
し
や
否



や
考





ふ
る
に
由
無
し
。
※
は
細
き
竹
或
は

葭


を
以
て
作
り
、
弓
は
木
或
は
太



き
竹
を
以
て
作
り
し
な
ら
ん
。
絃



の
原
料
は
植
物
の
皮
或
は
獸
類







の
皮
を
細

く
截

り
し
も
の
な
り
し
事
勿
論






な
れ
ど
、
余
は
此
絃
に
は
好

く
撚

り
を
掛

け
有
り
し
な
ら
ん
と
考
ふ
。
そ
は
土

器
表
面
押

し
付
け
模
樣





の
中
に
撚
り
を
掛
け
た
る
紐



の
跟



有
る
を
以
て
推
察






せ
ら
る
。
撚
り
の
有
無
と
絃



の
強



39



弱




と
の
關
係
は
僅
少
の
經
驗






に
由
つ
て
も
悟



る
を
得
べ
き
事
な
り
。
弓
矢
は
鳥
獸
獵









に
於
て
も
用
ゐ
ら
れ

し
な
る
べ
く
、
人
類
同
志





の
爭
鬪






に
於
て
も
用
ゐ
ら
れ
し
な
ら
ん
。
或
は
海
獸
大
魚
を
捕
獲






す
る
に
際



し
て
も

用
ゐ
ら
れ
し
事
有
る
可
き
か
。
水
中
に
矢
を
射
込
む
事
其
例



無

き
に
非
ず
。
石
鏃
は
石
器
時
代
遺
跡





に
於
て
他

の
遺
物





と
共



に
存
在






す
る
を
常
と
す
れ
ど
、
左
の
諸
所
に
て
は
山
中
に
於
て
單
獨






に
發
見
さ
れ
し
事
有
る
な
り
。

　
（
一
）
山
城
國
比
叡
山
頂
　
　
　
　
　
（
山
崎
直
方
氏
報
）

　
（
二
）
信
濃
國
大
門
峠
　
　
　
　
　
　
（
若
林
勝
邦
氏
報
）

　
（
三
）
飛
彈
國
神
岡
鑛
山
　
　
　
　
　
（
西
邑
孝
太
郎
氏
報
）

　
（
四
）
同
國
大
西
峠
頂
上
　
　
　
　
　
（
田
中
正
太
郎
氏
報
）

　
（
五
）
同
國
高
城
山
絶
頂
　
　
　
　
　
（
同
氏
報
）

　
（
六
）
羽
後
國
男
鹿
半
島
眞
山
々
中
　
（
若
林
勝
邦
氏
報
）

是
等





石
鏃






は
鳥
獸
獵
の
際



射
損





じ
て
地
に
落

ち
た
る
も
の
な
る
べ
く
、
其
存
在
の
事
實





は
、
如
何
に
コ
ロ
ボ
ッ

ク
ル
が
鳥
獸
捕
獲






の
爲
め
高
山
に
登
り
し
事
有
る
か
を
告
ぐ
る
も
の
た
り
。

矢
は
如
何
な
る
物
の
内



に
入
れ
置



き
し
か
詳





な

ら
ざ
れ
ど
、
獸
皮






或
は
木
質






を
以
て
作
り
た
る
一
種
の
矢
筒





有

り
し
は
疑

無







か
ら
ん
。
石
鏃






は
製
造






終


る
に
隨





ひ
悉
皆






※




に
固
着






さ
れ
し
に
は
あ
ら
ず
し
て
、
餘
分
の
物
は

種
々
の
入
れ
物
に
貯





へ
置

か
れ
し
も
の
と
見
ゆ
。
渡
島
國
凾
舘
住
吉
町


















、
後
志






國
余
市
川
村
、
石
狩






國
空
知
監







獄
署
用
地










、
日
高





國

捫
別
舊
會
所













の
裏



等
よ
り
は
石
鏃






を
入
れ
た
る
儘



の
土

器

を
掘
出





せ
し
事
有
り
。
思



ふ

に
コ
ロ
ボ
ツ
ク
ル
は
適
當
の
石



を
獲

た
る
時
、
又
は
氣

の
向

き
た
る
時
に
、
必
要
以
外










の
石
鏃






を
作



り
置

き
之
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を
土
器
其
他
の
入
れ
物
に
収



め
て
後
日
の
豫

備

と
し
或
は
物
品
交
換











の
用
に
供





す
る
爲
貯





へ
置

き
し
な
ら
ん
。

弓
矢





の
使
用





は
、
諸
人
種
に
普
通





な
る
も
の
に
非



ず
。
未
開
人
民
中











に
は
今
尚





ほ
之
を
知
ら
ざ
る
者
有
り
。
此



點


の
み
に
就

い
て
云
ふ
も
、
コ
ロ
ボ
ッ
ク
ル
、
の
智
識





は
决



し
て
甚





だ
低



き
も
の
に
は
非
ざ
る
な
り
。

石

錐

　
石
鏃






の
類
品






に
し
て
、
全
体






棒


の
形
を
成
せ
る
物
有
り
、
又
一
方
の
み
棒
の
形
を
成
し
一
端
は
杓
子






の

如
く
に
膨



ら
み
た
る
物
有
り
。
是
等





は
錐



の
用
を
爲
せ
し
も
の
な
る
べ
し
。
柄

の
着

け
方
は
石
鏃
に
※
を
着
く

る
と
異





る
所
無
か
ら
ん
。
膨





み
有
る
物
は
殊



に
柄

を
固
着
す
る
に
適
し
た
り
。
石
錐
は
種
々
の
物
に
孔



を
穿



つ

に
用
ゐ
ら
れ
し
な
る
べ
け
れ
ど
、
孔



の
開

き
た
る
儘



に
て
今
日
迄
遺
存





す
る
物
は
土
器
の
み
な
り
。
石
器
時
代

土
器
の
腹
壁






に
は
石
錐
を
以
て
揉

み
明

け
た
る
に
相
違
無









き
孔
の
存
す
る
事
有
り
。
尚

ほ
土
器
の
部
に
於
て
細



説


す
る
所
有
る
べ
し
。

石

匕

　
石
鏃






石
錐
抔








と
同
質






に
し
て
其
大
さ
是
等
の
五
倍
或
は
十
倍
な
る
物
有
り
。
形
状







は
長
方
形









、
橢
圓






形


、
三
角
形








等
の
不
規
則









な
る
も
の
に
し
て
一
部
に
必
ず
短





き
把
柄
有
り
。
此
の
如
き
石
器





を
俗



に
天
狗





の
飯



匙


と
呼

ぶ
。
近
頃






は
石
匕






の
名
行
は
る
る
樣
に
成
り
し
が
、
是
と
て
も
决
し
て
好

き
稱



へ
に
は
非
ざ
る
な
り
。

イ
ー
ス
タ
ア
ア
イ
ラ
ン
ド
土
人
及
び
エ
ス
キ
モ
ー
は
現



に
此
石
器







を
有
す
。
其
使
用







の
目
的
は
鳥
獸
の
皮
を
剥

ぎ
た
る
後
に
脂
肪





を
掻

き
取

る
が
如
き
事
に
在
る
な
り
。
石
匕
の
把
柄
の
部
に
は
木
脂
の
附
着






せ
し
痕



あ
る
も

の
有
り
。
是



疑




ひ
も
無
く
更
に
長
き
木
製
の
把
柄
を
添

へ
た
る
に
基
因





す
。

製

法

　
以
上
諸
種
の
石
器





の
製
法






は
石
器
其
者
の
形

状







を
見
て
も
推
察
す
る
を
得
れ
ど
、
遺
物
包
含
地










及
び

其
攪
亂






さ
れ
た
る
塲
所
を
實
踐






し
て
調
査
す
れ
ば
、
現
に
稍



大
な
る
石
材






を
打

ち
壞



き
押

し
缺

き
て
漸
次





目
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的


の
形

状







と
せ
し
跟



を
認



む
る
を
得
る
な
り
。
打
製
石
斧
は
最
初
先
づ
漬

け
物
の
重
し
石
の
如
き
物
を
採

り
、

之
を
他
の
石
と
打

ち
合
は
せ
數
個
の
破
片
を
作
り
、
其
中






よ
り
石
斧
と
す
る
に
適



し
た
る
形
の
も
の
を
撰



み
出

し
、
臺
石






の
上
に
乘

せ
、
或
は
他
の
石
片
を
槌



と
し
て
直



ち
に
其
周
縁







を
打

ち
缺

き
或
は
骨
角






の
如
き
堅



き
物

に
て
、
作
れ
る
長
さ
數
寸
の
棒



の
一
端
を
、
石
斧
と
す
べ
き
石
片
の
一
部
分
に
當

て
、
此
棒
の
他
端





を
ば
、
片

手
の
掌




に

握


り
込
む
を
得
る
程
の
石
に
て
打
ち
、
恰
も
桶
屋





が
桶
の
籠
を
打
ち
込
む
時
の
如
き
有
樣






に
、
手
を

動


か
し
、
次
第
次
第








に
全
形
を
作
り
上
げ
し
な
ら
ん
。
此

所

に
列
擧






し
た
る
製
造
用
の
道
具





は
皆
發
見
物
中
に

在
り
。
石
槍
、
石
鏃
、
石
錐
、
石
匕
の
如
く
細
工





の
精
巧
な
る
も
の
は
打
製





石
斧
よ
り
は
更
に
注
意





し
て
作
り

上
げ
し
な
ら
ん
。
稍

々
大
な
る
石
片






を
採

り
、
打
ち
壞
き
小
破
片
と
し
、
其
中






よ
り
目
的
に
適



ひ
た
る
も
の
を

撰


み
出

す
迄
は
右
に
記
せ
し
所
に
同
樣






な
る
べ
き
も
、
夫
よ
り
後



は
或
は
左
手





に
獸
皮
の
小
片
を
持
ち
皮
越





し

に
石
片






を
撮



み
、
或
は
臺



の
上
に
石
を
横
た
へ
て
左
手
の
指
に
て
之



を
押



へ
右
手
に
は
、
前
述
の
骨
角






の
如
き

堅
き
物
に
て
作
れ
る
棒
を
持
ち
、
此
棒






の
尖
端
を
石
片
の
周
縁






に
當
て
少
し
宛



壓

し
缺
き
し
な
ら
ん
。
時
と
し

て
は
棒



二
本



を
以
て
毛
拔
き
樣
の
道
具





を
作
り
、
之
を
用
ゐ
て
石
片
の
周
縁
を
撮



み
缺

き
し
事
も
有
り
し
な
ら

ん既
に
述
べ
し
が
如
く
、
石
器
製
造









の
順
序
は
未
開
人
民
實
際
の
所
爲





と
、
遺
跡
に
存



す
る
原
料
、
破
片
、
作
り

掛
け
、
作
り
損
じ
、
製
造
用
具









と
思
は
る
物
品
等
の
比
較
研
究
と
に
由

つ
て
窺
ひ
知
る
を
得
る
な
り

　
　
　
　
●
磨
製
類

總

説

　
石
片
に
鋭
利





な
る
刄
を
設
く
る
に
二
法



有
り
。
一
は
打
ち
缺

き
或
は
壓
し
缺
く
法



に
し
て
、
斯
く
し
て
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作


り
た
る
石
噐





の
事



は
前
項
に
記
し
た
り
。
他
の
一
法



は
研
ぎ
磨
く
法



な
り
。
石
の
磨
製
利

噐

に
は
磨
製
石
鏃

と
呼
ば
る
物
も
有
り
、
石
庖
丁








の
名
を
得
た
る
物



も
有
れ
ど
、
是
等
は
寧



ろ
稀
な
る
品
な
れ
ば
説
明






を
止
め
、

是
よ
り
磨
製
石
斧
の
事



の
み
に
付
て
述
ぶ
る
所
有
る
べ
し
。

磨

製

石

斧

　
磨
製
石
斧
と
は
細
長






く
し
て
其
端






に
刄

を
付
け
た
る
石
器
の
稱
へ
な
り
。
大
小
不
定









な
れ
ど
長
さ

五
六
寸
計



り
を
常



と
す
。
刄
は
殆
と
悉
皆
一
端
の
み
に
在

り
と
云
つ
て
可
な
り
。
理
科
大
學
人
類
學
教
室



















に
は

磨
製
石
斧
三
百
個

計
り
有
れ
ど
、
兩
端







に
刄
有
る
も
の
は
唯



一
個

の
み
。
コ
ロ
ボ
ッ
ク
ル
は
磨
製
石
斧
を
何



の

目
的






に
用
ゐ
し
や
。
固



よ
り
確
言
す
る
能
は
ざ
れ
ど
、
現
存






石
器
時
代
人
民












の
所
爲
を
以
て
推
す
時
は
、
是
等

は
石
器
の
用
は
食

料







の
肉
を
切
り
、
木
質






を
削
り
、
人
獸
を
傷





く
る
に
在
り
し
と
思
は
る
。
極



め
て
大
な
る

物
及
び
極
め
て
小



な
る
物



に
至
つ
て
は
實
用
有
り
し
と
は
認



め
難
し
或
は
標

章







玩
具






の
類
な
り
し
な
ら
ん
か
。

磨
製
石
斧
は
手

に
て
直
に
握



ら
れ
し
事
も
有
る
べ
け
れ
ど
斧
の
如
く
に
柄
を
添
へ
て
用



ゐ
ら
れ
し
事
も
在
り
し

と
見
ゆ
。

武
藏
國
大
里
郡















冑
山
村
の
土
中
よ
り
は
柄

の
着

き
し
儘
な
る
磨
製
石
斧
出

で
し
事
有
り
。
柄
は
木

質
に
て
朽

ち
て
居
り
し
事
故
、
如

何

な
る
方
法
に
て
石
斧






を
括



り
付
け
し
か
詳
な
ら
さ
れ
ど
、
其

状







現
今






行




は
る
る
タ
ガ
ネ
と
大
差





無
か
り
し
な
ら
ん
。

製

法

　
磨
製
石
斧
の
製
法






は
現
存
石
器
時
代
人
民
の
爲

す
所
に
由

つ
て
も
知

る
を
得
れ
と
、
遺
跡





に
於
て
獲

る

所
の
截

り
掛

け
の
凹



み
有
る
石
片
截
り
目
を
存
す
る
石
斧






、
刄

の
鈍



き
も
の
刄
の
鋭
き
も
の
、
截
り
取
り
た
る

石
屑






及
び
砥
石





に
用
ゐ
し
と
思



は
る
る
石
器
等
を
比
較





す
れ
ば
、
正
し
く
コ
ロ
ボ
ッ
ク
ル
が
磨
製
石
斧
を
作



り

た
る
順

序







を
知
る
を
得
る
な
り
。
石
を
摩

り
截
る
に
は
木
の
小
枝
抔







を
採
り
、
其
の
一
端
へ
堅



き
砂



を
付
け
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て
之
を
握
り
墨
を
摺

る
時
の
如
く
に
手
を
前
後





に
動



か
し
、
一
面
よ
り
摩
り
初
め
て
凹
み
の
深



さ
石
の
厚
さ
の

半

に

達
し
た
る
頃



、
石



を
裏
返






し
に
し
て
再
び
他
面
に
溝



を
作
り
、
兩
面
よ
り
の
截

り
目

殆
ん
と
相



連


な
る
に

及
ん
で
、
石
の
一
部
分





を
強



く
打
ち
之



を
他
の
部
分
よ
り
取
り
離
し
た
る
な
ら
ん
、
石



を
截
る
に
も
石
を
研
ぐ

に
も
多
少





の
水
を
要
す
べ
し
。
石
斧
製
造










に
必
要






な
る
砂
及
び
水
は
各
々






適
宜






な
る
大
さ
の
土
器
中
に
貯





へ
ら

れ
し
も
の
と
想
像






せ
ら
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
續
出
）
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●
コ
ロ
ボ
ッ
ク
ル
風
俗
考
　
第
七
回
（
挿
圖
參
看
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
理
學
士
　
坪
井
正
五
郎

　
　
　
　
●
利
器
以
外
の
石
器

石
器
と
は
石
を
以
て
作



り
た
る
道
具





の
總
稱






な
る
が
、
其
中
に
て
刄
の
付

き
た
る
分
、
即
ち
石
製
の
利
器
の
事

は
、
打
製
類







も
磨
製
類







も
大
畧
記
し
終



り
た
る
を
以
て
、
是
よ
り
刄
物





な
ら
ざ
る
石
器
の
事
を
述
ぶ
可
し
。
是

等
の
中
に
て
主
要






な
る
は
左
の
數
種






な
り
。

（
第
一
）
石
を
棒
形






に
截
取





り
摩

り
※

ら
し
た
る
者
。
（
之
を
石
棒
と
呼
ぶ
）

（
第
二
）
糸
を
掛
け
る
爲
と
思
は
る
る
溝



の
有
る
石
。
（
之
を
糸
掛
け
石
と
呼
ぶ
）

（
第
三
）
扁
平
石
の
周
圍





相
對






す
る
所
に
缺
損






あ
る
者
。
（
之
を
錘
り
石
と
呼
ぶ
）

（
第
四
）
質



の
粗



き
丸
石
に
し
て
凹
所






を
有
す
る
者
。
（
之
を
凹
み
石
と
呼
ぶ
）

（
第
五
）
皿



或
は
箕

の
如
き
形





に
し
て
長
徑
一
尺
許
の
者
。
（
之
を
石
皿
と
呼
ぶ
）

　
　
　
　
●
石
棒

石
棒
に
粗
製
の
も
の
と
精
製






の
も
の
と
の
二
種



有
り
、
長
さ
は
共



に
二
三
尺
の
間
を
常



と
す
れ
ど
、
粗
製





の
方

は
太



く
し
て
精
製






の
方
は
細
し
。
圖
中
上
に
畫



き
し
は
、
第
一
種
、
下



に
畫
き
し
は
第
二
種
の
石
棒






な
り
。
粗

製
石
棒








に
は
兩
端
に
玉



無
き
も
の
、
一
端
に
玉



有
る
も
の
、
兩
端
に
玉
有
る
も
の
の
別



有
れ
ど
、
精
製






石
棒
は

兩
端
に
玉
有
る
を
以



て
定

則







と
爲
す
が
如
し
。
精
製
石
棒










の
玉
の
部
に
は
徃
々
美
麗





な
る
彫
刻
を
施





せ
し
も
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の
有

り
。
石
棒
な
る
も
の
は
抑
何



の
用
に
供





せ
し
も
の
か
、
諸
説






有
り
と
雖
も
何
れ
も
堅
固





な
る
根
據






を
有
せ

ず
。
余
は
只
粗
製
石
棒
中
の
或

る
者
は
メ
キ
シ
コ
に
於

け
る
石
棒






と
等



し
く
、
石
製
の
臺

上







に
横
た
へ
轉



ば

し
て
餅



の
類
を
延
す
に
用
ゐ
ら
れ
し
な
る
べ
く
、
精
製
石
棒
中












の
或
る
者
は
ニ
ウ
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
於
け
る
精
巧






な
る
石
噐
の
如
く
、
酋
長
抔
の
位
階
の
標



し
と
し
て
用
ゐ
ら
れ
し
な
る
べ
し
と
思

惟

す
る
の
み
。
彼



石
棒
を
以



て
古
史
に
所
謂






イ
シ
ツ
ツ
イ
な
り
と
爲
す
が
如



き
は
遺
物
發
見






の
状
况
に
重
み
を
置

か
ざ
る
人
の
説



に
し
て
、

苟
も
石
器
時
代
遺
跡











の
何
た
る
を
知
る
者
は
决
し
て
同
意





せ
ざ
る
所
な
ら
ん
。
圖
中





粗
製





石
棒
の
例
と
し
て
掲

げ
た
る
も
の
は
遠
江
豊
田
郡








大
栗
安
村
に
て
發
見






せ
し
も
の
、
精
製
石
棒
の
例
と
し
て
掲
げ
た
る
も
の
は
羽
後

飽
海





郡
上
郷
村
に
て
發
見






せ
し
も
の
、
共



に
理
科
大
學
人
類
學
教
室




















の
藏
品
な
り
。
扨
是
等
の
石
器
は
如

何

に

し
て
造



ら
れ
し
や
と
云
ふ
に
、
石
斧
石
鏃
の
塲
合





と
は
事
變
は
り
て
、
半
成
品








も
見

當

た
ら
ず
、
細
工
屑
も
見

當

た
ら
ざ
れ
ば
、
明
か
に
知
る
由
無

し
と
雖
も
製
法
の
大

畧







は
先
づ
板



の
如



く
扁
平
な
る
石
片






を
採

り
て
之

を
適
宜
の
幅



に
引

き
截

る
か
、
又
は
自
然





に
細
長
き
石
を
周
圍





よ
り
缺
き
※
ら
し
磨
り
※
ら
し
し
て
適
宜





の
太



さ
に
す
る
か
し
て
、
後
徐
々
に
手
持
砥
石








の
類



に
て
磨
き
上
げ
し
も
の
な
る
べ
し
。
石



を
引

き
截
り
石
を
缺
き

※
ら
す
爲
に
は
石
斧
製
造
の
條
下





に
述



べ
し
が
如
き
方
法
行
は
れ
し
な
ら
ん
。

糸
掛





け
石
と
は
圖
中
精
製
石
棒










の
右
の
端
の
下
に
畫



き
有
る
が
如
き
も
の
な
り
。
此

所

に
例
と
し
て
擧
げ
た
る

も
の
の
出

所







は
遠
江
周
智
郡
入
野
村
な
る
が
此
地





よ
り
は
尚
ほ
類
品






數
個
出
で
た
り
。
他
地
方





よ
り
出
で
た

る
糸
掛
け
石
も
形

状







大
さ
と
も
概
ね
此
例






の
如
し
。
此
石
器





の
用
は
未
だ
詳
な
ら
ざ
れ
ど
も
切
り
目
の
樣
子





を
見
れ
ば
糸
を
以
て
括



り
た
る
も
の
な
る
事
疑
ひ
無
し
。
案



ず
る
に
此
類






の
石
噐





は
或
は
釣
糸






を
埀
る
る
時
に
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錘
り
と
し
て
用
ゐ
ら
れ
し
事
も
有
る
べ
く
、
或
は
鳥
を
捕



ふ
る
に
際



し
束



ね
糸
の
端
に
括



り
付
け
ら
れ
し
事
も

有
る
べ
く
、
（
此
捕
鳥
器









の
事
は
別
に
詳
記






す
べ
し
）
或
は
打

ち
紐



を
作
る
に
當
つ
て
糸
の
錘



り
と
し
て
用
ゐ

ら
れ
し
事
も
有
る
べ
し
。
製
法






は
自
然
の
扁
平
石








の
小
さ
き
も
の
を
採

り
、
又
は
石
を
打
ち
缺

き
摩

り
※
ら
し

て
斯
か
る
形
と
爲
し
、
其
上
に
燧
石
抔









の
尖
り
た
る
角
に
て
切
り
目
を
付
け
し
も
の
な
ら
ん

　
　
　
　
●
錘
り
石

圖
中
精
製
石
棒










中
央
の
下
に
畫



き
た
る
は
自
然





の
扁
平
石
に
し
て
、
周
縁
相
對
す
る
部
に
人
爲





の
缺
損






有
り
。

此
者
の
用
も
未
た
詳
な
ら
さ
れ
と
、
前
項






に
記
し
た
る
糸
掛





け
石
に
於
け
る
よ
り
は
更
に
太



き
紐



を
以
て
括



り

し
者
た
る
事
殆
と
疑





ひ
無
く
、
從
つ
て
何
物






か
の
錘



り
に
用
ゐ
ら
れ
し
な
ら
ん
と
考
へ
ら
る
る
な
り
。
此

所

に

畫
き
た
る
も
の
は
伊
豆
君
澤
郡
久
連





村
よ
り
出
で
し
も
の
な
る
が
、
類
品






は
諸
地
方







よ
り
出
で
た
り
。
恐
ら
く

は
網
の
錘



り
な
ら
ん
。
（
網
の
存
在






に
付
き
て
は
慥





な
る
證
據






あ
り
。
此
事
に
關
し
て
は
再
び
記
す
所
あ
る
べ

し
。
）

　
　
　
　
●
凹
み
石

錘


り
石
の
左
方





に
畫
き
た
る
火
山
石
を
人
工






に
て
橢
圓
体
状










に
爲
し
た
る
者
に
し
て
、
上
下
兩

面







の
中
央
に

は
人
工
に
て
穿



ち
凹



め
た
る
穴
有
り
出
所
は
甲
斐
西
八
代
郡
大
塚
村
な
り
。
諸
地
方







よ
り
出
で
た
る
類
品






甚
多

し
。
用
法






未
だ
詳
な
ら
ず
。
之
を
造



る
に
は
先
づ
適
宜





の
大
さ
の
火
山
石
を
拾



ひ
自
然





面
の
利
用





す
べ
き
部
は

之
を
利
用
し
、
他
の
不
規
則









に
高
低
有

る
部

は
或
は
缺

き
或
は
摩

り
て
全
体






を
大
な
る
牡
丹
餅









の
如
き
形
と
し

兩
面






の
中
央
部







に
は
尖
端






の
鋭
き
石
片






又
は
鹿



の
角
抔






を
當

て
、
他
の
小
石
を
槌
と
し
て
之
を
打

ち
徐
々
に
凹
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み
を
設



け
し
な
ら
ん
。

　
　
　
　
●
石
皿

圖
中
凹
み
石
の
下



に
畫



き
た
る
は
石
皿
の
例
に
し
て
其
發
見
地









は
武
藏
青
梅
近
傍
日
向
和
田
な
り
。
一
方



に
は

深


き
凹
み
有
り
、
一
方
に
は
物



を
掻

き
出

す
に
都
合
好









き
構
造






有

り
。
單
に
形
状







の
み
を
見
る
も
穀
類
抔








を
粉

に
す
る
時



の
臺



の
如
く
に
思



は
る
れ
ど
、
ア
フ
リ
カ
の
内
地





の
土
人
は
現
に
同
形






の
石
器
を
同
樣






の
目
的






に
用

ゐ
居
る
な
り
。
此
類






の
石
器
に
し
て
果



し
て
粉
製





り
の
臺
た
ら
ば
、
是



に
對



す
る
粉
潰





し
の
道
具





も
有
る
可
き

筈


な
り
。
事
實





如
何





と
云
ふ
に
日
向
和
田
に
於



て
は
實
際






石
皿
と
伴
ふ
て
是



に
適
合






す
る
橢
圓
石







發
見






さ
れ
し

な
り
。
思
ふ
に
コ
ロ
ボ
ツ
ク
ル
は
是
等
の
石
器





を
用
ゐ
て
草
木






の
實

を
壓

し
潰



し
食
用







の
粉

を
製



り
し
な
ら
ん
。

石
皿
の
名

は
决



し
て
適
切






に
は
非
ざ
れ
ど
、
他

に
好

き
名
を
思



ひ
付
か
ざ
れ
ば
姑





く
通

稱







に
從
ふ
の
み
。
類



品


諸
所






よ
り
出
で
た
り
。
之



を
作
る
に
は
火
山
石
の
適
宜





の
大
さ
の
も
の
を
撰



び
凹
み
石
を
作
る
と
同
樣






の
順



序




を
經

て
、
一
面



に
大
な
る
凹
み
を
設



け
、
此
凹
み
の
内
部





を
ば
他

の
石
を
以
て
摩

り
※

ら
し
た
る
も
の
な

る
べ
し

　
　
　
　
●
骨
器

石
器
時
代








の
器

具

と
て
何
者






も
總



て
石
を
材
料






と
せ
し
に
は
非
ず
。
獸
類
の
骨



に
て
作



り
た
る
物
、
魚
類






の
骨



に
て
作
り
た
る
物
等





も
正



し
く
石
器
時
代
の
遺
跡





よ
り
發
見






さ
る
る
な
り
。
圖
中
石
皿
の
右
に
在
る
は
獸
骨
器

の
尖
端






な
り
。
此



の
如



き
骨
噐
は
エ
ス
キ
モ
ー
の
現
用
漁
業
具
中













に
在
り
。
此

所

に
畫



き
た
る
も
の
の
出

所







は
岩
磐
新
地
貝
塚
な
る
が
、
其
用






は
恐



ら
く
エ
ス
キ
モ
ー
の
所
用






の
者
と
等



し
く
銛



の
先
に
着

け
て
海

獸







大
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魚


を
打
ち
留

む
る
に
在
り
し
な
ら
ん
。
類
品






は
北
海
道








レ
ブ
ン
島
よ
り
も
出
で
た
り
。
獸
骨
器
の
右



に
畫



き
た

る
は
魚
骨
器
な
り
。
上

端







の
孔
は
糸
を
貫
く
に
適



し
た
り
。
思



ふ
に
此
骨
器
は
粗



き
物
を
縫

ひ
合
は
す
る
時

に
針



と
し
て
用
ゐ
ら
れ
し
な
ら
ん
。
類
品






は
他

よ
り
出

で
た
れ
ど
此

所

に
掲

げ
た
る
も
の
は
武
藏
荏
原
郡
大
森

貝
塚
よ
り
出
で
た
る
な
り
。
骨
器
の
類
は
此
他
種
々
有

れ
ど
煩



を
厭



ひ
て
記



さ
ず

　
　
　
　
●
角
器
牙
器

石
器
時
代
遺
跡





よ
り
は
又



鹿


の
角



に
て
作
り
た
る
噐

具

も
出
づ
。
魚
骨
器
の
右



に
畫
き
た
る
は
其
一
例








に
し
て
、

發
見
地







は
相
模
三
浦
郡
久

比

利

貝
塚
な
り
。
用



は
大
魚






を
釣

る
に
在
り
し
事



何


の
疑




か

有
ら
ん

角
器
の
上



に
畫
き
た
る
は
猪
の
牙
を
摩
り
※
ら
し
て
作



り
た
る
矢

の
根
形





の
利

噐

な
り
。
此
品






は
常
陸
河
内
郡

椎
塚
よ
り
出
で
た
る
も
の
な
る
が
是



と
同
樣






の
品



は
大
森
貝
塚
よ
り
も
發
見






さ
れ
た
り
。
思



ふ
に
此
利
噐









は
前

に
掲



げ
た
る
獸
骨
器
と
等



し
く
、
銛



の
尖
端






と
し
て
用
ゐ
ら
れ
し
も
の
な
る
べ
し
。

以
上
の
骨
器
角
器
牙
器
は
燧
石
の
角
に
て
疵
付





く
る
事
と
、
砥
石
の
類
に
摩

り
付

く
る
事
と
に
由
り
て
作



り
上

げ
し
な
ら
ん
。
圖
中
に
畫



き
た
る
石
器
骨
器
角
噐
牙
噐
は
皆
理
科
大
學
人
類
學
教
室
の
藏
品
な
り
。

　
　
　
　
●
土
器

石
器
時
代
遺
跡
よ
り
發
見






さ
る
る
土

器

は
四
部
に
大
別
す
る
を
得
。

（
第
一
）
飮
食
物
其
他
の
諸
品






を
容

る
る
に
適
し
た
る
噐
。
（
之
を
容
噐
と
呼
ぶ
）

（
第
二
）
裝

飾







と
し
て
身
に
帶

び
し
が
如
き
も
の
。
（
之
を
裝
飾
品
と
呼
ぶ
）

（
第
三
）
人
の
形





に
造



ら
れ
た
る
も
の
。
（
之
を
土
偶
と
呼
ぶ
）
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（
第
四
）
は
が
き
位
の
大
さ
に
て
札
形
の
も
の
。
（
之
を
土
版
と
呼
ぶ
）

此
他
、
用
法
も
詳





な

ら
ず
、
分
類
も
爲
し
難
き
も
の
數
品
有
り
。

製
法
は
何
れ
も
手
づ
く
ね
素

燒

き
な
り
。
土
質
中
に
は
多
少





の
雲
母





を
含



む
を
常
と
す
。

　
　
　
　
●
容
器

容
器
に
は
種
々
の
形
有
り
。
一
々






名

状







す
べ
か
ら
ず
。
大
は
口
徑
一
尺
餘
。
小
は
口
徑
一
寸
許
り
。
高



さ
厚



さ
亦
區
々
な
り
。
圖
版
中
右
の
上
に
畫
く
所
は
形

状







を
主



と
す
、
大
小
の
比
例
は
必
し
も
眞
の
如
く
な
ら
ず
。

色
は
黒
色
栗
色
鳶
色
カ
ハ
ラ
ケ
色
等
種
々
有
り
て
表
面
の
精
粗





も
一
定






せ
ず
、
製
法
は
圖
版
中
左
の
下
に
畫
き

た
る
が
如
し
。
先
づ
底
面
を
作
り
其
上
に
紐
形
に
し
た
る
土
を
乘
せ
、
周
圍





に
添

ふ
て
之
を
段
々
に
螺
旋
状
に

積

み
上
げ
、
内
外
兩
面
を
滑





か
に
擦

り
て
全
形
を
仕
上
げ
、
後
種
々
の
裝
飾
を
施





し
て
火

に
掛

け
た
る
な
ら
ん
。

此
順
序
は
遺
跡
發
見
物
中
に
存
在
す
る
造



り
掛

け
の
土
噐
を
比
較





し
て
明
か
に
知
る
を
得
る
な
り
。
土
噐
の
底

面
に
は
網
代
の
痕
又
は
木
の
葉
の
痕
を
存
す
る
も
の
あ
り
。
是
製
造
の
始
敷

き
物



と
し
て
用
ゐ
た
る
編
み
物
或

は
木
の
葉
が
偶
然
此
所
に
印
せ
ら
れ
し
に
他
な
ら
ず
。
裝

飾







に
は
摸
樣





と
彩
色






と
の
二
種
有
り
。
摸
樣
は
燒

く
前
に
施
し
、
彩
色
は
燒
き
た
る
後



に
施





せ
し
な
り
。
摸
樣
は
種
類
甚
多
し
と
雖
も
大
別
し
て
沈
紋






浮
紋





の
二

と
す
る
を
得
、
沈
紋






と
は
土
器
の
面
よ
り
凹



み
て
付

き
た
る
摸
樣





に
し
て
、
浮
紋
と
は
土
器
の
面
上
に
他
の
土

塊
を
添
へ
て
作
り
た
る
も
の
の
謂
な
り
。
沈
紋
の
中
に
又
押
紋






畫
紋






の
別
有
り
。
布



、
席





、
編
み
物
、
紐
細
き

棒
の
小
口
、
貝
殼






等
を
押

し
付

け
て
印
し
た
る
紋
を
押
紋
と
云
ひ
、
細
き
棒
或
は
篦



を
以
て
畫



き
た
る
摸
樣
を

畫
紋
と
云
ふ
。
是
等
諸
種
の
摸
樣
は
通
例






彼

此

相


混


じ
て
施
さ
れ
居
る
な
り
。
彩
色
に
は
總
塗





り
有

り
、
畫
紋
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有
り
、
兩
種
を
合
算
す
る
も
其
數
甚
少
し
。
色
は
何
れ
も
赤
な
れ
ど
其
内
に
四
五
種
の
別
有
り
。
（
繪
具
の
事

に
付
き
て
は
別
に
記
す
所
あ
る
べ
し
）

容
器
の
用
は
必
し
も
飮
食
品









を
貯





ふ
る
に
在
ら
ず
、
時
と
し
て
は
手
箱
の
用



を
も
辨



じ
た
る
な
る
べ
し
。
現

に
石
鏃
の
入
り
た
る
儘
の
土
器
、
小
砂
利
の
入
り
た
る
儘
の
土
器
、
繪
具





を
入
れ
た
る
痕



有
る
土
器
等
の
發
見

さ
れ
た
る
事
有
る
な
り
。

圖
版
中
左
の
上
に
畫



き
た
る
は
沈
紋






の
數
例
な
り
、
形
状
の
圖
と
共
に
其
據
は
總
て
理
科
大
學
人
類
學
教
室
所

藏
品
に
在
り
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
續
出
）
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●
コ
ロ
ボ
ッ
ク
ル
風
俗
考
　
第
八
回
（
揷
圖
參
看
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
理
學
士
　
坪
井
正
五
郎

　
　
　
　
●
土
製
裝
飾
品

身
体
裝
飾











と
し
て
用
ゐ
ら
れ
し
な
ら
ん
と
思



は
る
る
土
製
品







は
極
め
て
稀



に
し
て
、
好
例






と
し
て
示
す
べ
き

物
は
余
の
手
近





に
は
唯
一
個
有
る
の
み
な
り
。
（
圖
中





、
下
段





右
の
端



を
見
よ
）
此
品
は
大
森
貝
塚










よ
り
發
見

さ
れ
た
り
。
全
体






に
樣
々
の
沈
紋






有
り
。
他
の
土

器

と
等
し
く
火
に
掛

け
た
る
物
に
し
て
、
色
は
黒



し
。
長
さ

の
向

き
に
孔



有
り
て
恰
も
軸



を
拔

き
取
り
た
る
紡
錘
の
如
し
。
思
ふ
に
此
孔



に
糸
を
貫





き
て
身
に
帶

ぶ
る
に
便

に
せ
し
な
ら
ん
。

　
　
　
　
●
土
偶

既
に
身
体
裝
飾











衣
服





等
の
事
を
述

べ
し
折
に
言
ひ
し
が
如
く
、
本
邦
石
噐
時
代
の
諸
遺
跡







よ
り
は
燒

き
物
の

人

形







屡
ば
發
見






さ
る
る
な
り
。
大
さ
は
種
々
な
れ
ど
今
日
迄
に
知

れ
た
る
事
實





に
由
れ
ば
最
も
大
な
る
は
陸

奧
龜
ヶ
岡
發
見






加
藤
某
氏
所
藏






（
第
三
回
圖
中
に
頭
部





の
み
を
畫



き
置
き
し
も
の
、
佐
藤
蔀
氏
藏
せ
し
は
誤
な

り
）
全
長
一
尺
二
寸
計





、
最
も
小
な
る
は
武
藏
下
沼
發
見






理
科
大
學
人
類
學
教
室
所
藏
















の
物
に
し
て
全
長
二
寸

五
分
、
製
作






に
付
き
て
は
内
部
の
充
實






し
た
る
物
と
空
虚






な
る
物
と
の
二
種
有
り
形
式






に
付
き
て
は
全
体






に
太



り
た
る
物
と
前
後
よ
り
押

し
平
め
た
る
が
如
き
物
と
の
二
種
有
り
。
其
用
は
信
仰
上









關
係
を
有
す
る
か
、
單



に
玩
弄
品









た
る
か
未
だ
詳





な

ら
ず
と
雖
も
、
間
々
製
作






の
巧
妙






精
緻





な
る
物
有
る
を
以
て
見
れ
ば
甲
の
考





へ
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の
方
實
に
近
か
ら
ん
と
思



は
る
。
物
質






の
異
同
は
有
れ
ど
、
小
偶
像








を
作
り
て
禮
拜






の
目
的
物








と
し
又
は
身
の

護


り
と
す
る
事
野
蠻
未
開
人
民












中
其
例
少
し
と
せ
ず
。
貝
塚






即
ち
石
器





時
代
人
民
の
掃

き
溜

め
よ
り
宗
教
上









の
物
を
發
見






す
と
は
如
何
に
も
誠
し
か
ら
ず
聞
こ
ゆ
べ
し
と
雖
も
、
一
定






の
時
日
を
經

た
る
後
、
或
は
一
定
の

祭
祀





を
終
り
た
る
後
は
、
偶
像






の
利
益
功

力







を
失
ふ
と
云
ふ
が
如
き
考





へ
は
存
し
得
べ
き
事
に
し
て
、
尊
崇






す
べ
き
物
品
が
食
餘






の
汚
物





と
共
に
同
一
所
に
捨
て
ら
れ
し
と
す
る
も
敢
て
怪





む
べ
き
に
は
非
ざ
る
な
り
。
土

偶


の
頭
部





或
は
手
足
部







の
欠
損






せ
る
事
常
な
る
こ
と
、
恐
く
は
一
種






の
妄
信






の
爲
、
故
意
に
破
壞






せ
る
に
由
る

な
ら
ん
。
土
偶





の
用
は
信
仰
上









に
關

係







有
り
と
假
定
す
る
も
、
尚
ほ
實
在






の
人
の
形
を
現





し
た
る
物
か
、

想
像
上









の
神
の
形
を
示
し
た
る
物
か
と
の
疑
問





有
ら
ん
。
此
事
に
付
き
て
は
後
段






別


に
述
ぶ
る
所
有
る
べ
け

れ
ど
、
土
偶
の
形

状







は
コ
ロ
ボ
ツ
ク
ル
日
常
の
有
樣






を
基



と
し
て
作
り
し
も
の
な
ら
ん
と
の
事
丈






は
此

所

に

記
し
置
く
べ
し
。
土
偶
中
に
は
裸
体





の
物
有
り
、
着

服







の
物
有
り
、
素
面





の
物
有
り
、
覆
面






の
物
有
り
、
冠



り
物
の
在
る
有
り
、
無

き
有
り
、
穿

き
物
の
在
る
有
り
、
無

き
有
り
、
上
衣





と
股
引






と
に
は
赤
色






の
彩
色






を
施

し
た
る
も
有
る
な
り
、
圖
中
下
段





右
よ
り
二
つ
目
に
畫



き
た
る
も
の
は
裸
体
土
偶








の
一
例
に
し
て
出
所
は
常
陸

椎
塚
貝
塚
、
所
藏
主








は
理
科
大
學
人
類
學








教
室
な
り
。
左
に
土
偶
發
見






國
名
表
を
掲



ぐ
。

渡
島
、
陸
奧
、
羽
後
、
磐
城
、
岩
代
、
下
總
、
常
陸
、
武
藏
、
信
濃
、
就

中







多
く
出
で
た
る
は
陸
奧
龜
ヶ
岡

な
り
。

　
　
　
　
●
土
版

土
版
に
は
長
方
形









の
も
の
と
小
判
形







の
も
の
と
の
二
種
有
り
。
用
法






詳
な
ら
ず
と
雖
も
、
恐



く
は
身
の
護



り
又
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は
咒





ひ
の
具
抔



な
ら
ん
。
中
に
は
前
述
の
土
偶





と
の
中
間
物
の
如
き
も
の
も
有
り
。
從
來






發
見






さ
れ
た
る
土
版

の
出
所
は
左
の
如
し
。
圖

に
示



す
所
は
武
藏
北
足
立
郡
貝
塚
村
よ
り
出
で
し
も
の
な
り
。

　
　
武
藏
荏
原
郡
大
森
貝
塚

　
　
同
　
　
　
郡
上
沼
部
貝
塚

　
　
同
北
豊
島
郡
小
豆
澤
貝
塚

　
　
同
　
　
　
郡
西
ヶ
原
貝
塚

　
　
同
北
足
立
郡
貝
塚
村

　
　
同
　
　
　
郡
小
室
村

　
　
同
南
埼
玉
郡
黒
谷
村

　
　
常
陸
河
内
郡
椎
塚
貝
塚

　
　
下
總
東
葛
飾
郡
國
分
寺
村
貝
塚

　
　
陸
奧
南
津
輕
郡
浪
岡
村

　
　
　
　
●
貝
殼
器

は
ま
ぐ
り
の
如
き
貝
殼






は
自
然
に
皿
形






を
成
し
、
且
つ
相
對






す
る
者
二
枚
を
合
す
る
時
葢



と
身
と
の
部
さ
へ
具



は
る
が
故
に
物
を
貯



ふ
る
器
と
す
る
に
適



し
た
り
。
我
々
は
是
に
膏
藥






の
類
を
入
る
る
事
有
れ
ど
コ
ロ
ボ
ツ
ク

ル
は
之
を
以
て
繪

の
具

入
れ
と
せ
し
な
り
。
赤
色






の
繪

の
具

を
入
れ
た
る
儘



の
は
ま
ぐ
り
貝
は
大
森
貝
塚






よ
り

數
個
發
見






さ
れ
た
り
。
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は
ま
ぐ
り
貝
は
又
物
を
掻

き
取
る
に
適



し
た
り
。
魚
鱗






の
充

ち
た
る
儘



の
も
の
貝
塚






よ
り
出
づ
る
事
有
り
。

貝
塚






發
見






物
中
に
猪
の
牙
を
細



く
研

ぎ
※

ら
し
た
る
が
如
き
形
の
も
の
有
り
。
其
用
は
未
だ
詳
な
ら
ざ
れ
ど
、

明
か
に
貝
殼






の
一
つ
な
り
。
最
も
細



く
作
ら
れ
た
る
も
の
は
其
原
料






甚
だ
見

分

け
難
け
れ
ど
稍



太


き
も
の
及
び

未
成





の
も
の
を
列



ね
考
ふ
れ
ば
、
あ
か
が
ひ
の
縁



の
部
分





な
る
事
を
知
る
を
得
。
發
見
地







は
常
陸
椎
塚
、
武
藏

上
沼
部
、
箕
輪
及
び
東
京
谷
中
延
命
院
脇



の
貝
塚






な
り
。

　
　
　
　
●
植
物
質
器
具

植
物
質









の
も
の
に
し
て
今
日
迄
に
石
器
時
代
遺
跡











よ
り
發
見
さ
れ
た
る
は
菱



の
實

、
胡
桃
の
實

、
及
び
一
種

の
水
草






の
類
に
し
て
、
是
等
は
唯



有
り
の
儘



の
形
に
て
存
在






し
た
る
の
み
。
植
物
質









の
器

具

に
至
つ
て
は
未

だ
一
品
も
出
で
た
る
事
無
し
。
木
に
も
せ
よ
、
竹
に
も
せ
よ
、
草



に
も
せ
よ
、
植
物
質
の
原
料






に
て
作
り
た
る

も
の
は
腐
敗





し
易
き
事
勿
論






な
れ
ば
、
其
今
日
に
遺
存





せ
ざ
る
の
故
を
以
て
曾
て
存
在






せ
ざ
り
し
證
と
は
爲
す

べ
か
ら
ず
。
現



に
土

器

底
面
中








に
は
網
代
形







の
痕



有
る
も
の
有
り
、
土
器
形
状
模
様





中
に
は
明
か
に
籠
の
形
を

摸

し
た
る
も
の
有
り
、
コ
ロ
ボ
ッ
ク
ル
が
籠
の
類



を
有
せ
し
事
は
推
知





し
得
べ
き
な
り
。

ア
イ
ヌ
間
に
存



す
る
口
碑





に
由
れ
ば
コ
ロ
ボ
ッ
ク
ル
は
又
木
製






の
皿
を
も
有



せ
し
が
如
し
。

既
に
服

飾







の
部
に
於
て
も
述

べ
し
が
如
く
、
土

器

表
面







の
押
紋






を
撿
す
れ
ば
、
コ
ロ
ボ
ツ
ク
ル
が
種

々







の

編

み
物
、
織
り
物
、
及
び
紐



の
類
を
有
せ
し
事



明




か
に
し
て
、
從
つ
て
袋





を
製



す
る
事
抔
も
有
り
し
な
ら
ん
と

想
像






せ
ら
る
。

以
上






諸
種






の
植
物
質
器
具
は
食
物
其
他
の
物
品






を
容
る
る
に
用
ゐ
ら
れ
し
な
ら
ん
。
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●
日
常
生
活

前
々






よ
り
述
べ
來



り
し
が
如
き
衣
服





を
着

、
飮

食







を
採
り
、
竪
穴
に
住
ひ
、
噐
具
を
用
ゐ
た
る
人
民






、
即
ち

コ
ロ
ボ
ッ
ク
ル
、
の
日
常
生
活












は
如
何
な
り
し
か
、
固



よ
り
明
言






す
る
を
得
る
限



り
に
は
非
ざ
れ
ど
試





み
に

想
像






を
畫
き
て
他
日
精
査
を
爲
す
の
端
緒






と
せ
ん
。

余

は
曾
て
コ
ロ
ボ
ッ
ク
ル
は
人
肉






を
食



ひ
し
な
ら
ん
と
の
事
を
云
ひ
し
が
、
此
風
習








は
必
し
も
粗
暴
猛
惡









の
民



の
間
に
の
み
行
は
る
る
に
は
非
ず
、
且
つ
人
肉
は
决
し
て
彼
等





の
平

常







の
食

料







に
は
非
ざ
り
し
事
、
貝
塚

の
實
地
調
査





に
由
り
て
知
る
を
得
べ
け
れ
ば
、
此
一
事







は
コ
ロ
ボ
ッ
ク
ル
の
日
常
の
有
樣






を
考
ふ
に
付
き
て
深

き
據
と
は
爲
す
べ
か
ら
ず

土

器

の
形
状







の
爲
に
種
々
の
意
匠





を
廻
ら
し
、
土
器
の
紋
樣
の
爲
に
幾
多





の
圖
案
を
工
夫





せ
し
が
如



き
は
土
器

製
造
者








の
心
中
餘
裕
有
り
し
を
知
る
に
足
る
べ
く
、
土
器
使
用
者







の
性
質
寧





沈

着







な
り
し
を
察
す
る
に
足
る

べ
し
。
余
は
コ
ロ
ボ
ッ
ク
ル
は
温
和





な
る
生

活







を
爲
せ
し
者
と
考
ふ

彼
等





は
朝



起

き
て
先
づ
火
焚
き
塲
の
火
を
熾





に
し
、
食
物
調
理










を
爲
し
、
飮

食







を
終
り
た
る
後
は
、
或
は
食

物
原
料
採
集










に
出
掛
け
、
或
は
器
具
製
造
に
從
事





し
、
日
中
の
時



を
費





し
た
る
後
、
各
〻
又
我
が
火
焚
き
塲
の

傍
に
集





り
座
し
て
且
つ
談



じ
且
つ
食



ひ
、
飽

け
ば
即
ち
横
臥






し
て
漁
獵
の
夢
抔
を
結



び
し
な
ら
ん
。

男
の
仕
事





は
鳥
獸
魚










の
捕
獲






、
住
居






の
建
築






、
石
器





の
製
造






、
舟
の
製
造
、
發
火
等
を
主



と
し
、
女





の
仕
事

は
植
物
性









食
物
原
料
及
び
貝
類
の
採
集
、
編

み
物
、
織
り
物



、
紐
類
、
土
噐
の
製
造
、
調
理





、
小
兒
保
育
等







を
主
と
せ
し
な
り
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●
漁
業

遺
跡
よ
り
は
角
製
の
釣

り
針



の
出
で
し
事
あ
り
（
第
七
回
參
照
）
。
土
器
押
紋
中
に
は
慥





に
網
の
痕



有
る
も
の

有
り
。
切
り
目
有
る
扁
平
石
噐
中
に
は
網
の
錘



り
と
思
は
る
る
も
の
有
り
。
貝
塚
よ
り
魚
骨
魚
鱗
の
出
づ
る
傍





ら
是
等
遺
物
の
存
在






す
る
は
實
に
コ
ロ
ボ
ッ
ク
ル
漁
業






の
法
を
明
示
す
る
も
の
と
云
ふ
べ
き
な
り
。
釣
り
竿
の

有
無





は
考
へ
難



け
れ
ど
、
網



は
恐



ら
く
曳

き
網



な
り
し
な
ら
ん
と
思
は
る
。
是
等
の
他
に
も
大
魚
を
捕
ふ
る
法

有
り
し
な
り
。
此
事
は
常
陸
椎
塚
よ
り
發
見






さ
れ
た
る
大
鯛






の
頭
骨
に
骨
器
の
刺

さ
り
在
り
し
事
に
由
つ
て
知

ら
れ
た
り
。
骨
器
、
牙
噐
、
石
噐
中
に
は
其
形
状
如
何
に
も
銛



の
如
く
に
見
ゆ
る
も
の
有

る
上
に
、
斯
か
る
證

據
物
さ
へ
出
で
た
る
事
な
れ
ば
大
魚






を
漁



す
る
爲
に
銛



の
用
ゐ
ら
れ
し
事
何
の
疑
か
有
ら
ん
。
銛
は
鋭





き
尖
端






と
槍
の
如
き
柄

と
よ
り
成
る
物
な
る
が
魚
の
力
強



き
時
は
假
令





骨
に
刺

さ
り
た
る
も
其
儘






に
て
水
中
深
く
入
る

事
も
有
る
べ
く
、
又
漁
夫
が
誤





つ
て
此
道
具
を
流



す
事
も
有
る
べ
し
。
コ
ロ
ボ
ッ
ク
ル
は
如

何

に
し
て
之
を
防



ぎ
し
か
。
余
は
彼
等
は
エ
ス
キ
モ
ー
が
爲
す
如
く
、
銛



に
長
き
紐



を
付
け
其
端



に
獸
類






の
膀
胱
抔









に
て
作
り

た
る
浮

き
袋





を
括



り
付

け
置
き
し
な
ら
ん
と
考
ふ
る
な
り
。
エ
ス
キ
モ
ー
は
斯
か
る
浮
き
袋
に
息



を
吹
き
込
み
、

且
つ
其
氣
の
漏

る
る
を
防



ぐ
爲
に
栓
を
爲
る
の
便
を
謀



り
て
、
角
製
の
管



を
是
に
付
け
置
く
事
な
る
が
是
と
等

し
き
物
武
藏
西
ヶ
原
貝
塚
及
び
下
總
柏
井
貝
塚
よ
り
出
で
た
り
。
余
は
コ
ロ
ボ
ッ
ク
ル
の
遺
物





た
る
是
等
の
角

噐
は
實



に
浮

き
袋





の
口
と
し
て
用
ゐ
ら
れ
し
な
ら
ん
と
信



ず
る
な
り
。
圖
に
示



す
物
は
余
が
西
ヶ
原
に
於
て
發



見


せ
し
所
な
り
。
網
形
の
押
紋
有
る
土
噐
片
、
骨
器
の
刺

さ
り
た
る
大
鯛






の
頭
骨
、
浮
き
袋
の
口
と
思



は
る
る

角
製
の
管
、
皆



人
類
學
教
室












の
藏
品






な
り
。
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コ
ロ
ボ
ッ
ク
ル
が
漁
業






に
巧



み
な
り
し
と
の
事
は
ア
イ
ヌ
間
の
口
碑





に
も
存
せ
り
。
既



に
漁
業
に
巧



み
な
り
と

云
へ
ば
舟
の
類
の
存



せ
し
事
推
知





す
べ
き
事
な
る
が
、
ア
イ
ヌ
は
又
此
事
に
付
き
て
も
言
ひ
傳
へ
を
有
せ
り

（
後
回
に
細
説






す
べ
し
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
未
完
）
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●
コ
ロ
ボ
ッ
ク
ル
風
俗
考
　
第
九
回
（
挿
圖
參
看
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
理
學
士
　
坪
井
正
五
郎

　
　
　
　
○
鳥
獸
捕
獲

貝
塚
の
貝
殼
層
中
に
は
鳥
骨






有
り
獸
骨






有
り
、
コ
ロ
ボ
ッ
ク
ル
が
鳥
獸
の
肉



を
食





と
せ
し
事
は
明
か
な
る
が
、

如
何
な
る
方
法
を
以
て
是
等
を
捕
獲






せ
し
な
ら
ん
か
。
或
は
棒



を
以
て
打
ち
、
或
は
石



を
投

げ
付

け
し
事
も
有

る
べ
け
れ
ど
、
弓
矢





の
力
を
藉

り
し
事
蓋
し
多
か
り
し
な
ら
ん
。
石
鏃
の
事
は
既
に
云
へ
り
、
其
山
中
に
て
單



獨


に
發
見






さ
る
る
事
有
る
は
射
損





じ
た
る
も
の
の
遺



れ
る
に
由
る
な
ら
ん
と
の
事
も
既
に
云
へ
り
。
新
に
述
ぶ

べ
き
は
弓
矢
の
用



ゐ
方
な
り
。
弓
柄
を
左
手
に
握



り
、
矢
の
一
端
を
弦
の
中
程






に
當

て
て
右
手
の
指
に
て
摘



ま

む
と
云
ふ
は
何
所
も
同
じ
事
な
れ
ど
、
摘



み
方
に
於
て
は
諸
地
方
住
民
種
々
異
同
有
り
。
未
開
人
民
に
普
通
な

る
は
、
握



り
拳





を
作



り
、
人
差
し
指
第
二
關
節
の
角
の
側
面
と
拇
指
の
腹
面
と
の
間





に
矢

の
一
端
と
弓
弦
と
を

挾


む
方
法






な
り
。
コ
ロ
ボ
ッ
ク
ル
も
恐
く
は
此
方
を
採

り
し
な
ら
ん
。
鳥
類
な
ら
ば
一
發
の
石
鏃
の
爲
に
斃



る

る
こ
と
も
有
る
べ
け
れ
ど
、
鹿



猪


の
如
き
獸
類






は
中
々
彼
樣
の
法
に
て
死
す
べ
き
に
あ
ら
ず
。
思
ふ
に
コ
ロ
ボ

ッ
ク
ル
は
數
人
連
合
し
互
に
相



助


け
て
獸
獵
に
從
事
し
、
此
所
彼
所











よ
り
多
く
の
矢
を
射

掛

け
、
鹿
な
り
猪
な

り
勢
衰





へ
て
充
分






に
走



る
事
能
は
ざ
る
に
至
る
を
見

濟

ま
し
、
各
自
棍
棒
石
斧
抔
を
手
に
し
て
獸
に
近
寄





り
之

を
捕
獲






せ
し
な
ら
ん
。

鳥
類
の
捕
獲
に
は
一
端
に
石
或
は
角
の
小
片
を
結



び
付

け
た
る
紐



の
、
長
さ
二
三
尺
位
の
も
の
數
本
を
作
り
之
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を
他
の
端
に
於
て
一
束






ね
に
括



り
た
る
も
の
を
用
ゐ
し
事
も
有
り
し
な
ら
ん
。
そ
は
エ
ス
キ
モ
ー
が
斯
か
る
事

を
爲
す
時
に
用
ゐ
る
錘



り
と
好

く
似

た
る
石
片
角
片
の
遺
跡





よ
り
發
見
さ
る
る
に
由
り
て
推
考






せ
ら
る
る
な
り
。

此
捕
鳥
器









の
用
ゐ
方
は
先
づ
束



ね
有
る
方
を
握



り
、
錘



り
の
方
を
下
に
垂

れ
、
手
を
中
心
と
し
て
錘
り
を
振
り

廻
ら
す
な
り
。
斯
く
す
る
事
數
回
に
及



べ
ば
、
各
の
紐
夫
々
に
延
び
て
、
全
体
の
形
、
恰





も
車
輪






の
如
く
に
成

り
て
勢
好
く
廻
轉
す
。
斯
く
爲
し
つ
つ
空
中
の
鳥
を
目
掛
け
て
投

げ
る
時
は
、
網



を
以
て
之
を
覆



ふ
と
同
樣
、

翼
を
抑



へ
体
を
締

め
付

け
鳥
を
し
て
飛
揚





す
る
事
を
得
ざ
ら
し
む
。
斯
く
て
鳥
の
地
に
落
ち
た
る
時
は
、
捕
鳥

者
は
直
ち
に
其
塲
に
駈

け
付

け
獲
物
を
抑



へ
紐



を
解

く
な
り
。
石
鏃
と
違



ひ
て
此
道
具
は
幾
度
に
て
も
用
ゐ
る

事
を
得
。

　
　
　
　
○
他
の
食
料
採
集

貝
類
は
磯



に
て
集
む
る
事
も
有
り
、
干
潟





に
て
拾



ふ
事
も
有
り
、
時
と
し
て
は
深
く
水
を
潜



り
て
取

る
事



も
有

り
し
な
ら
ん
。
あ
は
び
を
岩
よ
り
離
す
に
は
骨
製
の
篦



或
は
角
製
の
細
棒






抔
を
使
ひ
し
事
も
有
る
べ
け
れ
ど
、

他
の
貝
類
を
採
集






す
る
に
は
、
袋
或
は
籠



の
如
き
入
れ
物
さ
へ
有
れ
ば
事
足
り
し
な
ら
ん
。
袋
に
は
粗

布

を
縫

ひ
合

は
せ
作
り
し
も
有
る
べ
く
、
目
を
細



く
せ
し
網
も
有
る
べ
し
。
コ
ロ
ボ
ッ
ク
ル
が
粗
布
を
も
作
り
網
を
も

作


り
し
事
は
、
前
に
も
述

べ
置

き
し
通
り
慥





な
る
證
有
る
事
な
り
。
籠
の
事
も
既
に
記
せ
し
故
此
所
に
は
再
説

せ
ず
。

植
物
性
食
物
採
集
の
爲
に
は
諸
種






の
石
器
及
び
入
れ
物
を
要
せ
し
な
る
べ
け
れ
ど
、
何
物






の
如
何
な
る
部
分
が

食

料







に
撰
ま
れ
し
や
詳
な
ら
ざ
る
を
以
て
、
精
細






に
は
記
し
難
し
。
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○
製
造

コ
ロ
ボ
ッ
ク
ル
の
知

り
居
り
し
製
造
業








を
列
擧






す
れ
は
左
の
如
し
。

石
器
製
造
。
（
第
六
回
、
打
製






類
及
び
磨





製
類
考
説






の
末
文
等
を
見
よ
。
）

骨
器
製
造
。
（
第
七
回
、
角
器





牙
器
考
説
の
終
り
を
見
よ
。
）

角
器
製
造
。
（
同
前
。
）

牙
器
製
造
。
（
同
前
。
）

土
器
製
造
。
（
第
七
回
、
容
器
考
説









の
中
程






を
見
よ
。
）

貝
器
製
造
。
（
第
七
回
、
貝
殼
器







考
説
の
末
を
見
よ
。
）

籠
類
製
造
。
（
第
七
回
、
植

物







質
器
具
考
説
を
見
よ
。
）

網
代
類
製
造
。
（
同
前
。
）

席
類
製
造
。
（
同
前
。
）

糸
紐
製
造
。
（
同
前
。
又
同
回
、
糸
掛





け
石



の
條
を
見
よ
。
）

布
類
製
造
。
（
同
前
。
又
第
二
回
、
衣
服
原
料









の
條
を
見
よ
。
）

此
他
漆
液






の
類
、
繪
の
具
の
類
を
造



り
し
證
跡






有
り
。
（
第
六
回
、
打
製
類
の
條





及
び
第
八
回
、
貝
殼
器
の
條

を
見
よ
。
）
繪
具
の
原
料
と
思



は
る
る
赤
色






物
質
の
塊





り
、
及
び
之
を
打
ち
碎



く
に
用
ゐ
し
な
ら
ん
と
考
へ
ら

る
る
扁
平
石








（
縁



部
に
赤
色
料
付
着
す
）
は
遺
跡





よ
り
發
見






さ
れ
し
事
有
る
な
り
。
コ
ロ
ボ
ッ
ク
ル
は
又
丸
木





舟


を
始
と
し
て
種
々






の
木
具
を
も
製
作






せ
し
な
ら
ん
。
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○
美
術

磨
製
石
斧









の
中
に
は
石
材
の
撰
擇






、
形
状
の
意
匠





、
明
か
に
美
術
思
想









の
發
達






を
示
す
も
の
有
り
、
石
鏃






中
に

も
亦
實
用
の
み
を
目
的






と
せ
ず
し
て
色



と
云

ひ
形





と
云
ひ
實



に
美
を
極
め
た
る
も
の
少
か
ら
ず
。
土

噐

の
形
状

紋
樣






に
至
つ
て
は
多
言





を
要
せ
ず
、
實
物






を
見
た
る
人
は
更



な
り
、
第
七
回
の
挿
圖





の
み
を
見
た
る
人
も
、
未

開


の
人
民
が
如
何
に
し
て
斯

く
迄
に
美
事





な
る
も
の
を
作
り
出
せ
し
か
と
意
外






の
感
を
抱



く
な
ら
ん
。
今
回
の

挿
圖
中
右
の
上
の
隅



の
三
個
と
右
の
下
の
隅
の
一
個

と
の
他
、
周
圍





に
寫
し
た
る
も
の
は
總
て
土
器
の
把
手





な

り
。
其
形





其
紋



實
に
名
状






す
べ
か
ら
ず
。
コ
ロ
ボ
ッ
ク
ル
美
術






の
標

本







た
る
の
價
値






充
分
な
り
と
云
ふ
べ
し
。

右
の
下
の
隅
に
圖

し
た
る
は
土
瓶
形







土
器
の
横
口






に
し
て
。
模
樣





は
赤
色
の
繪

の
具

を
以
て
畫



き
た
り
。
右
の

上
の
三
個
は
、
土
器
表
面







に
在
る
押
紋
を
其
原



に
還
し
た
る
も
の
に
し
て
、
取

り
も
直
さ
ず
紐



細
工
の
裝
飾
な

り
。
土
偶





に
由
り
て
想
像







さ
る
る
衣
服





の
紋
樣
も
此
の
如
く
に
し
て
縫

ひ
付
け
ら
れ
し
も
の
な
る
べ
し
。
（
第

二
回
の
挿
圖
を
見
よ
。
）
此
他
土
版
と
云
ひ
諸
種






の
裝
飾
品









と
云
ひ
美
術
思
想
發
動













の
結
果






を
見
る
べ
き
も

の
少
し
と
せ
ざ
る
な
り

　
　
　
　
○
分
業

石
器
は
何
石
を
以
て
も
隨
意





に
造



る
を
得
と
云
ふ
も
の
に
非
ず
。
土
器
も
亦
何



れ
の
土



に
て
も
造



る
を
得
と
云

ふ
も
の
に
非



ず
。
且
つ
石
器
を
造
る
に
は
夫
々
の
道
具





有
る
べ
く
、
土

器

を
作



る
に
於
て
は
之
を
燒

く
塲
所





を

要


す
。
去
れ
ば
適
當






の
原
料
と
製
造
所








及
び
製
造
器
具
を
手
近
に
有
す
る
者
は
必
要






の
品
を
造



る
の
序
、
余
分

の
品
を
も
造
り
置

く
事



有

る
可
く
、
是



に
反



し
て
以
上
の
便
宜
無
き
者
は
、
必
要
の
品



さ
へ
も
造
る
事



能


は
ざ
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る
事
有
ら
ん
。
或
る
者
は
漁
業
に
巧
に
し
て
或
る
者
は
鳥
獸
捕
獲
に
巧
に
、
或
る
者
は
織

り
物



に
妙



を
得
、
或

る
者
は
籠
細
工







を
得
意





と
す
と
云
ふ
が
如
き
事
は
コ
ロ
ボ
ッ
ク
ル
社

會







に
有

り
し
事



な
る
べ
し
。
斯
か
る
塲

合


に
於
て
は
、
石
器
製
造
を
好



む
者



は
多
く
の
石
器
を
造



り
、
土
器
製
造








を
好



む
者



は
多
く
の
土

器

を
造



り
互

に
余
分
の
品
を
交
換






す
る
と
云
ふ
か
如
き
事



も
有

り
さ
う
な
る
事



な
ら
ず
や
。
余

は
固
よ
り
コ
ロ
ボ
ッ
ク
ル
中

に
斯
く
斯
く
の
職
業







有

り
、
何
々
の
專
門






有

り
抔
と
の
事
は
主

張







せ
ざ
れ
ど
、
上
來
述
べ
來



り
し
程
の
知
識





有
る
人
民
中








に
は
多
少
の
分
業
は
存
せ
ざ
る
を
得
ず
と
思
考





す
る
な
り
。

　
　
　
　
○
貿
易

ア
イ
ヌ
の
口
碑
に
由
れ
ば
コ
ロ
ボ
ッ
ク
ル
は
ア
イ
ヌ
と
物
品
交
換











を
せ
し
な
り
。
コ
ロ
ボ
ッ
ク
ル
の
方
よ
り
持

ち
來



り
し
品



は
何
か
と
云
ふ
に
、
或
る
所





に
て
は
魚
類






な
り
と
云
ひ
或

る
所





に
て
は
土

器

な
り
と
云
ふ
。
恐



ら

く
兩
方







な
ら
ん
。
交
換







の
方
法
コ
ロ
ボ
ッ
ク
ル
先
づ
何
品
か
を
携





へ
來



り
ア
イ
ヌ
の
小
家
の
入

り
口
又
は
窓



の

前


に
進
み
此
所
に
て
ア
イ
ヌ
の
方
よ
り
出
す
相
當






の
品



と
引
き
換

へ
に
せ
し
も
の
な
り
と
ぞ
。
斯
く
入
り
口
又

は
窓



を
隔



て
て
品
物
の
遣

り
取

り
を
爲

せ
し
は
同
類






の
間
な
ら
ざ
る
が
故



な
ら
ん
。
コ
ロ
ボ
ッ
ク
ル
同
志





な
ら

ば
親



し
く
相
對
し
て
事



を
辨



ぜ
し
な
る
べ
し
。
余
は
不
足





の
品



と
余
分
の
品



と
の
直
接
交
換












の
み
な
ら
ず
、

必
要
以
外
の
品
と
雖
も
後
日





の
用



を
考
へ
て
取
り
換
へ
置
く
事
も
有
り
し
な
ら
ん
と
思
惟
す
る
な
り
、
斯
か
る

塲
合





に
於
て
は
美
麗





な
る
石
斧
石
鏃
類
は
幾
分
か
交
換
の
媒




の

用
を
爲
せ
し
な
ら
ん
。
　
　
　
　
（
未
完
）
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●
コ
ロ
ボ
ッ
ク
ル
風
俗
考
　
第
十
回
（
挿
圖
參
看
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
理
學
士
　
坪
井
正
五
郎

　
　
　
　
○
交
通

石
器
時
代
遺
跡
は
琉
球
よ
り
千
島
に
至
る
ま
で
日
本
諸
地
方
に
散
在






す
る
事
挿
圖
中
に
示



す
が
如
く
な
る
が
、

是
等
は
恐



ら
く
同
一
人
民
の
手
に
成
り
し
も
の
な
る
可
し
。
各
遺
跡
を
一
々
檢
査





し
相
互
に
比
較





し
た
り
と
は

斷
言






し
難
け
れ
ど
、
日
本
諸
地
方
の
石
器
時
代
遺
跡
中
に
は
互
に
異





れ
る
人
民
の
手
に
成
り
し
も
の
有
り
と
の

反
証






出

で
ざ
る
間
は
斯
く
考
ふ
る
方
道
理
有
り
と
云
ふ
べ
し
。
同
一
人
民
と
は
即
ち
コ
ロ
ボ
ッ
ク
ル
な
り
。
彼

等
の
住
居
せ
し
跡



が
斯

く
諸
地
方
に
散
在






す
る
は
、
移
住





に
原
因
す
る
か
、
又
は
同
一
時
に
於
て
も
此
所
彼
所

に
部
落
の
在
り
し
に
原
因
す
る
か
、
如
何
と
云
ふ
に
、
こ
は
何
れ
か
一
つ
と
限
る
べ
き
に
非
ず
、
移
住
に
も
因

る
可
く
部
落





の
散
在






に
も
因
る
可
き
な
り
。
移
住
と
云
へ
ば
固
よ
り
の
事
、
部
落
散
在









と
云
ふ
も
異
地
方
交
通

の
途
開
け
居
り
し
事
推
知
す
べ
き
な
り
。
同
一
時
に
於
て
此
所
彼
所
に
同
一
人
民
の
部
落
存
在
せ
り
と
は
、
取

り
も
直



さ
ず
、
其
前
の
時
代
に
於
て
移
住
行
は
れ
た
り
と
云
ふ
事
な
り
。
既
に
交
通






の
途



開


け
居
た
り
と
す
れ

ば
、
異
部
落
相
互
の
間
に
も
往
來






有

り
し
と
考
ふ
る
を
得
べ
し
。
此
事
の
確
証






は
遺
物
中







よ
り
發
見
さ
る
る
な

り
。
一
例
を
擧
げ
ん
か
。
東
京
に
も
其
近
傍
に
も
天
然
に
黒
曜
石
を
産
す
る
地
は
有
ら
ざ
る
に
、
此
地
方
の
石

器
時
代
遺
跡
よ
り
は
黒
曜
石
製
の
石
鏃
出

づ
る
事
多
し
。
原
料
の
儘
に
も
せ
よ
、
又
は
製
造
品








と
し
て
に
も
せ

よ
、
是
等
の
黒
曜
石
は
他
地
方
、
恐



ら
く
は
信
濃
地
方
よ
り
此
地
方
に
運



ば
れ
し
も
の
た
る
事
明
か
な
り
。
他
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の
地
方
に
於
け
る
他
の
石
質






に
付
い
て
も
同
樣
の
事
を
云
ふ
を
得
べ
し
。
異
地
方
發
見
の
土

器

を
比
較





し
て
、

其
土
質
、
製
法
、
形
状
、
紋
樣
等
を
對
照






す
る
も
亦
類
似





の
度

強


く
し
て
一
地
方
の
物
の
他
地
方
に
移
り
し
事
、

即
ち
異
地
方
相
互
の
間
に
交
通
あ
り
し
事
を
證
明






す
る
事
實





少
し
と
せ
ざ
る
な
り
。

　
　
　
　
○
道
路

釧
路
國
釧
路
郡
役
所
裏
の
丘
上
に
は
コ
ロ
ボ
ッ
ク
ル
の
住
居
跡
た
る
竪
穴
數
多





存
在
す
る
事
な
る
が
、
其
並
び

方


は
一
列
に
非
す
し
て
、
恰
も
道
路
を
挾



み
て
兩
側
に
一
二
列
宛
在
る
が
如
く
成
り
居

る
な
り
。
（
第
五
回
參

照
）
尚
ほ
精
し
く
云
へ
は
、
中
央






に
一
線
の
往
來






有
り
て
、
其
兩
側
に
或
は
一
戸
宛
向



ひ
合
ひ
、
或
は
向
ひ
合

ひ
た
る
住
居
の
後
方
に
も
亦
一
二
戸
の
住
居
存
在
せ
し
か
如
き
有
樣
に
、
竪
穴
散
在
す
。
此
塲
合
に
於
て
は
此

邊
道
路





な
り
し
な
ら
ん
、
此
所
よ
り
此
所
の
間
に
は
當
さ
に
道
路
有
り
し
な
る
べ
き
な
り
抔



と
云
ふ
を
得
れ
ど
、

斯


な
る
塲
合
は
决
し
て
多
か
ら
さ
る
な
り
。
一
遺
跡
と
他
の
遺
跡
と
の
間
に
は
甞
て
道
路
存
在
せ
し
な
る
へ
け

れ
ど
、
此
所
と
云
ひ
て
指

示

す
る
を
得
る
所
は
未
だ
發
見
せ
す
。
今
交
通
の
事
を
述
へ
た
る
後
に
熟

考







す
る

に
、
一
部
落
と
他
部
落
と
の
間
に
は
、
人
々
の
多
く
徃
來






す
る
所
、
即
ち
多
く
の
人
に
蹈

ま
れ
て
自




ら

定
ま
り

た
る
道
路
の
形
を
成
せ
る
所
有
り
し
な
ら
ん
と
は
推
知
せ
ら
る
る
な
り
。
コ
ロ
ボ
ッ
ク
ル
の
住
居





に
は
直
徑
五

六
間
の
も
の
徃
々
有
り
。
是
彼
等
が
長
大
な
る
木
材
を
用
ゐ
し
事
有
る
を
間
接






に
示
す
も
の
な
り
。
（
第
五
回

參
照
）
コ
ロ
ボ
ッ
ク
ル
に
し
て
長
大
な
る
木
材
を
用
ゐ
た
り
と
せ
ん
か
、
既
に
衣
服
有
つ
て
其
水
に
潤
ふ
を
厭

ふ
べ
き
彼
等





が
、
細
流






の
上
に
丸
木
橋
を
架
し
て
徃
來
に
便
に
す
る
事
を
思
ひ
付
か
ざ
る
理
有
ら
ん
や
。
余
は

未
だ
確
證
を
得
ざ
れ
ど
も
、
推
理
及
び
現
存
未
開
人
民
の
例
に
由
り
て
、
コ
ロ
ボ
ッ
ク
ル
は
恐
ら
く
橋
を
有
せ
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し
な
ら
ん
と
考
ふ
る
な
り
。

　
　
　
　
○
運
搬

コ
ロ
ボ
ッ
ク
ル
が
舟
を
用
ゐ
し
と
の
事
は
ア
イ
ヌ
の
口
碑
に
存
す
。
但
し
其
舟
は
丸
木
舟







の
み
な
ら
ず
し
て
、

草


を
編

み
て
作
れ
る
輕
き
物
も
有
り
と
云
へ
り
。
前
に
も
述

べ
し
如
く
、
コ
ロ
ボ
ッ
ク
ル
は
銛



の
類
に
て
魚



を

捕

り
し
事
も
有
り
、
網



を
以
て
魚
を
捕
り
し
事
も
有
り
し
は
明





か
な
れ
ば
、
或
る
種
類






の
舟
も
存
在
せ
し
な
ら

ん
と
は
推
知
さ
る
る
事
な
が
ら
、
そ
は
丸
木
舟







の
如
き
物
な
り
し
な
る
べ
く
、
草
を
編
み
た
る
物
抔






と
は
思
ひ

も
由

ら
ざ
る
事
な
り
。
然



ら
ば
此
輕



き
舟
と
は
何
を
指

す
か
と
云
ふ
に
、
口
碑
に
隨
へ
ば
、
こ
は
陸
上
に
て
荷



ひ
易



く
、
水
上
に
て
は
人
を
乘
す
る
に
足

る
物
な
り
と
の
事
な
り
。
エ
ス
キ
モ
其
他
北
地





現
住
民
の
用
ゐ
る
獸

皮
舟
は
是
に
似

た
り
。
陸
上
に
て
は
使
用
者







之
を
荷
ひ
、
水
上
に
て
は
使
用
者
是
に
乘
る
、
誠
に
輕
便






な
る
物

と
云
ふ
へ
き
な
り
。
所
謂
草
と
は
如
何
な
る
物
か
詳
な
ら
さ
れ
と
、
丸
木
舟
と
は
構
造






を
異
に
す
る
一
種
の
舟
、

恐
ら
く
は
木
の
皮
抔
に
て
造
り
た
る
舟
、
も
存
在
せ
し
な
る
べ
し
。
（
第
三
回
挿
圖
參
照
）
是
等
二
種
の
舟
は
、

人
の
往
來
、
諸
物
の
運
送






に
際
し
て
等
し
く
用
ゐ
ら
れ
し
な
ら
ん
と
考
へ
ら
る
。

　
　
　
　
○
人
事

出
産
、
保
育
、
結
婚






等
の
人
事
に
關
し
て
は
未
だ
探
究






の
端
緒
を
得
ず
。
疾
病
の
種
類






に
し
て
存
在
の
証
跡
を

今
日
に
留
む
る
は
黴
毒
と
虫
齒
な
り
是
等
の
事
は
遺
跡
よ
り
出
つ
る
骨



と
齒

と
に
由
り
て
知
る
を
得
る
事
な
れ

ど
、
風
俗
考
に
は
縁
故
遠
き
事
故
細
説






は
爲
さ
ざ
る
べ
し
。
治
療
の
事
は
知
る
に
由
無
し
と
雖
と
も
鋭
利
な
る

石
器
骨
器
の
存
在
を
以
て
推
せ
ば
外
科
的
施

術







は
多
少
行
は
れ
し
な
ら
ん
と
考
へ
ら
る
。
死
亡
者
は
如

何

に
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取

扱







ひ
し
か
、
普
通





の
塲
合
は
反
つ
て
知
り
難
け
れ
ど
、
死
者
中
の
或
る
者
を
食
ふ
風
習






の
有
り
し
事
は
、

貝
殼






、
獸
骨
、
等
に
混
じ
て
破
碎
せ
る
人
骨






の
遺
れ
る
に
由
り
て
知
る
を
得
る
な
り
。
（
第
四
回
參
照
）

　
　
　
　
○
結
論

余
は
本
篇
の
初
め
に
於
て
身
体






裝
飾
の
事
を
云
ひ
、
次
で
衣
服
、
冠



り
物
覆
面






、
遮
光
器
、
の
事
を
述
べ
、
飮

食
、
よ
り
住
居
、
器

具

に
移
り
、
夫
よ
り
日
常
生

活







、
鳥
獸
魚
介
の
採
集
、
製
造
、
美
術
、
分
業
、
貿
易
、

交
通
、
運
搬
、
人
事
に
付
い
て
コ
ロ
ボ
ッ
ク
ル
風
俗
の
大
概






を
記
し
終
れ
り
今
是
等
の
諸
事





を
通
じ
考
ふ
る
に
、

此
石
器





時
代
人
民
の
我
々
日
本
人
の
祖
先





た
ら
ざ
り
し
は
勿
論
、
又
ア
イ
ヌ
の
祖
先
た
ら
ざ
り
し
事
も
明
か
な

り
。
一
事
を
擧

げ
て
之
を
日
本
人
及
び
ア
イ
ヌ
の
所
業






に
照
ら
し
、
一
物
を
採

つ
て
之
を
日
本
人
及
び
ア
イ
ヌ

の
製
品






に
比

し
、
論
斷
を
下
す
が
如
き
は
、
畫
報






の
記

事

と
し
て
不
適
當
な
る
の
感
無
き
に
非
ざ
れ
ば
、
夫
等

の
事
は
一
切
省
畧
し
て
、
只
肝
要






な
る
一
事
の
み
を
記
す
べ
し
。
之
は
他
に
非
ず
、
石
器
時
代
の
遺
跡
よ
り
發



見


す
る
所
の
人
骨
は
日
本
人
の
骨
と
も
異
り
、
又
ア
イ
ヌ
の
骨
と
も
等



し
か
ら
ず
と
の
一
事
な
り
。
日
本
諸
地

方
に
石
器
時
代
の
跡



を
遺
し
た
る
人
民
に
し
て
、
體
格






風
俗






、
日
本
人
と
も
同
じ
か
ら
ず
ア
イ
ヌ
と
も
同
じ
か

ら
ず
と
せ
ば
、
此



人
民
は
何
者
な
り
し
か
、
其
行
衛





は
如
何
と
の
二
疑
問
次
い
で
生
ず
べ
し
。
余
は
本
篇
の
諸

所
に
於
て
現
存






の
エ
ス
キ
モ
が
好
く
此



石
器
時
代
人
民
に
似
た
り
と
の
事
を
記



し
置
し
が
、
古
物
、
遺
跡
、
口

碑
を
總
括
し
て
判
斷






す
る
に
、
ア
イ
ヌ
の
所
謂






コ
ロ
ボ
ッ
ク
ル
は
エ
ス
キ
モ
其
他
の
北
地
現
住
民








に
縁
故
近
き

者
に
し
て
、
元

來







は
日
本
諸
地
方
に
廣
が
り
居
り
し
が
、
後



に
は
ア
イ
ヌ
或
は
日
本
人
の
爲
に
北
海
道
の
地

に
追
ひ
込
ま
れ
、
最
後





に
ア
イ
ヌ
の
爲
に
北
海
道
の
地
よ
り
更



に
北
方
に
追
ひ
遣
ら
れ
た
る
な
ら
ん
と
考
へ
ら
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る
ア
イ
ヌ
と
は
コ
ロ
ボ
ッ
ク
ル
と
曾



て
平
和
の
交
際






を
も
爲
し
た
り
し
と
云
ふ
に
如

何

に
し
て
、
不

和

を
生
じ

て
相
別
か
る
る
に
至
り
し
か
。
固
よ
り
詳
知
し
難



し
と
雖
と
も
、
口
碑
に
隨
へ
ば
、
或
時
コ
ロ
ボ
ッ
ク
ル
の
女

子
貿
易
の
爲
ア
イ
ヌ
の
小
屋
の
傍
に
行

き
し
に
、
ア
イ
ヌ
共
此
女
を
捕



へ
て
内
に
引
き
入
れ
、
其
の
手
の
入
れ

墨


を
見
ん
と
て
、
強

ゐ
て
抑
留
せ
し
事
有
る
に
原
因
す
と
の
事
な
り
。
（
第
一
回
參
照
）
此
事
は
今
の
十
勝





の

地
に
於
て
起

こ
り
し
事
な
り
と
云
ふ
。

終
り
に
臨



ん
で
讀
者
諸
君
に
一
言
す
。
余
は
以
上
の
風
俗
考
を
以
て
自
ら
滿
足






す
る
者
に
非
ず
、
尚
ほ
多
く
の

事
實
を
蒐
集
總
括
し
て
更
に
精
し
き
風
俗
考
を
著





さ
ん
と
は
余

の
平
常
の
望



み
な
り
。
日
本
石
器
時
代
の
研
究

は
啻



に
日
本
の
地
に
於

け
る
古
事
を
明
か
に
す
る
力
を
有
す
る
の
み
な
ら
ず
人
類
學








に
益
を
與
ふ
る
事
も
亦
極

め
て
大
な
り
。
是
等
に
關
す
る
古
物





遺
跡
に
付
い
て
見
聞






を
有
せ
ら
る
る
諸
君






希
く
は
報
告
の
勞



を
悋
ま
る
る

事
勿
れ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
完
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
京
本
郷
理
科
大
學
人
類
學
教
室
に
於
て
　
坪
井
正
五
郎
記
す
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青
空
文
庫
情
報

底
本
：
「
日
本
考
古
学
選
集
　2

　
坪
井
正
五
郎
集
　
上
巻
」
築
地
書
館

　
　
　1971
（
昭
和46

）
年7

月20

日
発
行

底
本
の
親
本
：
「
風
俗
画
報
」

　
　
　1895

（
明
治28
）
年4

月
〜1896

（
明
治29

）
年2

月

初
出
：
「
風
俗
画
報
」

　
　
　1895

（
明
治28

）
年4
月
〜1896

（
明
治29

）
年2

月

※
底
本
は
、
物
を
数
え
る
際
や
地
名
な
ど
に
用
い
る
「
ヶ
」
（
区
点
番
号5-86

）
を
、
大
振
り
に
つ
く
っ
て
い

ま
す
。

※
変
体
仮
名
と
仮
名
の
合
字
、
仮
名
の
繰
り
返
し
記
号
は
、
通
常
の
仮
名
に
書
き
換
え
ま
し
た
。

※
複
数
行
に
か
か
る
波
括
弧
に
は
、
け
い
線
素
片
を
あ
て
ま
し
た
。

※
「
コ
ロ
ボ
ッ
ク
ル
」
と
「
コ
ロ
ボ
ツ
ク
ル
」
、
「
エ
ス
キ
モ
ー
」
と
「
エ
ス
キ
モ
」
、
「
器
」
と
「
噐
」
、

「
体
」
と
「
體
」
、
「
往
」
と
「
徃
」
、
「
※
﹇
＃
「
插
」
で
つ
く
り
の
縦
棒
が
下
に
突
き
抜
け
て
い
る
、
第

4

水
準2-13-28

﹈
」
と
「
挿
」
の
の
混
在
は
、
底
本
通
り
で
す
。

※
「
石
塚
空
翠
」
署
名
の
挿
絵
は
、
没
年
の
確
認
に
至
れ
な
か
っ
た
の
、
収
録
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

入
力
：N

ana ohbe
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校
正
：
し
だ
ひ
ろ
し

2009
年6

月18

日
作
成

2016
年2
月2

日
修
正

青
空
文
庫
作
成
フ
ァ
イ
ル
：

こ
の
フ
ァ
イ
ル
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
図
書
館
、
青
空
文
庫
（http://w

w
w

.aozora.gr.jp/

）
で
作
ら
れ
ま
し

た
。
入
力
、
校
正
、
制
作
に
あ
た
っ
た
の
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
で
す
。
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